
人が輝き まちが飛躍する 住みたいまち 住みつづけたいまち
～ 共に創り 未来につなぐ 幸せ実感都市 いいづか ～
人が輝き まちが飛躍する 住みたいまち 住みつづけたいまち
～ 共に創り 未来につなぐ 幸せ実感都市 いいづか ～

いいづか
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●
●
●
●
●いいづか

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
●
●
●
●
●

7月号
No.232

2025年
広 報

初夏の青空が広がる6月18日、椋本小学校5年
生の児童たちが、「田植え体験」を行いました。

～ぼた山に見守られながら～
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1.平成19年7月21日までに生まれた人
2.令和7年4月2日までに飯塚市に住民登録をし、引き続き市内に住所を有する人、または飯塚市
から転出された人のうち、飯塚市の住民票が作成された日から3か月以上住民基本台帳に記
録されていた人で、転出後4か月を経過しない人

3.公民権停止等の欠格事項に該当しない人

　投票所入場整理券（ハガキ）は、大切に保管し、投票の際に投票所にご持参ください。もし、
入場整理券を紛失されたとき、忘れたときは、各投票所で再交付しますので、本人が確認できる
もの（マイナンバーカード・運転免許証・資格確認書（被保険者証）など）を持参して投票所の受
付係にお申し出ください。

7月20日（日）投票日当日の投票場所は、それぞれの投票区の投票所で行われます。
投票所入場整理券（ハガキ）の表面に記載された投票所にお越しください。
※次の投票所は、今回場所が変更となっていますのでご注意ください。

　期日前投票所での投票のために、コミュニティバス、予約乗合タクシー、エリアワゴン、路線ワ
ゴンを利用される場合はその運賃が無料になります。ご利用の際は必ず投票所入場整理券（ハガ
キ）をお持ちください。

投票日当日に仕事や用事があって投票に行けない方は、期日前投票を行うことができます。

７月２０日（日）は
第２７回参議院議員通常選挙の投票日です
◎投票することができる人

◎入場整理券について

◎当日の投票所

◎期日前投票所と期間

◎期日前投票の移動支援

変 更 前

期日前投票ができる場所 住　所 投票期間 投票時間

変 更 後（今回の投票所）
立岩小学校体育館
穂波東小中一貫校体育館
頴田支所　会議室

飯塚市役所本庁 1階多目的ホール
穂波支所 １階会議室
筑穂支所 3階会議室
庄内交流センター別館（庄内図書館横）
頴田支所 会議室

新立岩5番5号
忠隈523番地
長尾1242番地1
綱分791番地4
鹿毛馬2333番地4

7月4日（金）
～19日（土）

8時半～20時

立岩児童センター（立岩小学校横）
穂波東児童館（穂波東小中一貫校横）
旧サンシャインかいた（頴田支所横）
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◆利用可能日時 7月20日（日）　8時～17時
◆申込期間 7月14日（月）～ 18日（金）　8時～17時
  19日（土）　8時～正午
◆利用料金 無料
◆対象者 飯塚市の選挙人名簿に登録されている人で、次の1～3のすべてに該当する人
 1 投票日に飯塚市内に居住している人
 2 交通手段または補助の移動手段がない人で、自宅から当日投票所までの移
 　動が困難な人
 3 次のア・イのいずれかに該当する人
 　ア．自ら送迎車両までの移動が可能であること
 　イ．自ら送迎車両までの移動が困難な場合は、自宅及び投票所で送迎車両
 　　　までの移動を介助する付き添いまたは介護する人が同伴できること
◆利用の流れ 1 下表の中から、ご自宅から近いタクシー会社に直接申し込んでください。
 2 タクシー会社に下記を伝えてください。
 　①「投票日当日の移動支援の申込み」　②住所、氏名、利用時間、電話番
 　　号等（申込多数の場合は、ご希望の時間に添えない場合があります。）
 3 投票日当日、タクシーで投票所に向かい、投票後、タクシーで自宅に戻ります。
 　（別の場所には行けません。）
◆注意事項 ・入場整理券（ハガキ）を必ず持参し、タクシー運転士に提示してください。
 ・送迎は自宅（選挙人名簿登録住所）から指定の投票所（選挙人が名簿登録
 　されている投票区の投票所）までの往復です。
 ・1台に同居のご家族や介助する人が乗車できます。
 ・配車は申込み順のため、お待ちいただく場合があります。

◎投票日当日の移動支援

【タクシー申込先一覧】
タクシー会社 所在地（地区）

グリーンベルトタクシー
オレンジタクシー
安全タクシー
穂波タクシー
みのりタクシー
エースタクシー
庄内タクシー

☎0948-22-1655
☎0948-22-0023
☎0948-23-1016
☎0948-22-1040
☎0948-22-4264
☎0120-53-1233
☎0948-82-0018

川津（飯塚地区）
川津（飯塚地区）
鯰田（飯塚地区）
天道（穂波地区）
太郎丸（穂波地区）
有井（庄内地区）
赤坂（庄内地区）

※事前申込が必要です。
投票日当日の移動が困難な方にタクシーによる移動支援（無料）を
行います。

※筑穂地区の方は穂波タクシー、みのりタクシーがご自宅から近いタクシー会社です。
※頴田地区の方は安全タクシー、エースタクシーがご自宅から近いタクシー会社です。

●問合せ　飯塚市選挙管理委員会　☎0948-96-8239
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梅雨末期、上手に情報を集めよう！防災特集
第3弾

　じめじめした空気が漂う季節、皆さんの快適に過ごす工夫はなんですか？
　福岡県では、梅雨末期となる7月上旬～中旬に特に雨が多くなる傾向があります。大雨への備え
もいよいよ大詰め、梅雨明けまで気を抜かずにいきましょう。
　さて第3弾は、防災情報の調べ方を特集します。

　防災行政無線は、市内各所に設置されたスピーカーから音声で情報を
発信します。
　テレビや携帯電話等が使えなくても直ちに重要な情報を得ることが
できますが、気密性の高い家屋や、大雨の中では内容が聞き取りづらい
ことがあります。チャイムが聞こえたら窓を開ける、テレビを消すなどの
ご対応をお願いします。
（情報の種類）避難情報など

飯塚市の
防災に詳しい
ハチさん

梅雨末期を前に
ちょっぴりナイーブな、

ブタさん

飯塚市では、いろいろな方法で災害情報や
避難情報を発信しているよ！

命を守る、防災行政無線

　KBC九州朝日放送のデータ放送では、災害時はもちろん、
平常時にも飯塚市に特化した情報が得られます。番組視聴中
にｄボタンを押すだけで簡単にアクセスできます。
（情報の種類）避難情報、避難所開設情報など

使ったことある？ｄボタン広報誌

梅雨末期を前に

ニュースでも天気や災害の情報はわかるけど、いざと
いう時、必要な情報を見つけられるか心配だなあ…

イベント情報や地域公共交通の運行情報なども、
スマホやパソコンが無くても見られるよ！
まずはｄボタンを押してみよう！

情報がどこにあるか、普段から確認しておくといいね！

これなら、インターネットが苦手な
ボクでも安心だ！

飯塚市の
防災に詳しい
ハチさん

放送内容は、市ホームページの他、電話でも確認できます

市内全域放送のみ対象、
通話料有料、放送後1時間以内

市内全域放送のみ対象
放送後数日程度☎0948-26-6767

ここから
見られます
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飯塚市ホームページ 防災

　飯塚市公式ホームページの防災ページには、災害時の情報だ
けでなく、平常時からの備え、啓発に関することや市の施策・
計画など、様々な項目を集約しています。
　パソコンやスマートフォンから検索、また市公式LINEからも
簡単にアクセスできます。（LINE画面①）

　万一被災してしまった場合、
届出により罹災証明または被
害届出証明を受けることがで
きます。
　発行にあたり、費用は
かかりません。

　市内30箇所以上のカメラや水位計で、川の様子をリア
ルタイムで確認できます（外部サイト）。
　市公式LINEから、ワンタッチで
開けます。
　増水時、川の様子は絶対に見に
行かないでください！

役立つ情報がいっぱい！飯塚市ホームページ

　キキクルは気象庁が提供するWEBサイトで、土砂災害、浸水害、洪水災害の注意報や
警報が発表されたとき、危険が高まるエリアを確認できます。（LINE画面③）
　地図上にリアルタイムで表示（10分毎更新）されるため、どこに危険が迫っているのか
一目で確認することができます。

キキクルは危険度の予測であり、飯塚市の避難情報（高齢者等避難、避難指示な
ど）とは異なりますのでご注意ください。

キキクル（危険度分布）を知っていますか？

証明書発行について 河川監視カメラシステム（LINE画面②）

危険度は、

白→黄→赤
→紫→黒

の5段階！！

＜ホームページで閲覧できる防災情報（一例）＞

水害は、予測のできる災害。備えは十分にね。
さて次回は、台風について考えよう！

いろいろな情報の調べ方が分かって、一安心。
いざというとき慌てないように、先に知っておいてよかった！

市公式LINE画面

市公式LINEはこちら

キキ
クル

詳しくは
こちら

気象庁
ホームページ

こちらからも
見られます

① ③

②
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健幸づくり
け 　 ん 　 　 こ 　 う

健幸／個々人が健康かつ生きがいを持ち、安心して豊かな生活を営むこと。
　　　飯塚市は健幸都市をめざしています。

※定員のあるものに関しては、定員に達した場合、受付を終了します。

【申込み・問合せ先】
健康相談・教室・がん検診　など
健幸保健課　健康づくり係　忠隈 523番地
☎0948-96-8613 FAX：0948-25-8994
 特定健診・若年者健診
健幸保健課　特定健診係　忠隈 523番地
☎0948-24-4002 FAX：0948-25-8994

　若い世代の方を対象に若年者健診を実施しています。
　健診日程は市ホームページをご確認ください。託児を実施
している日程もございます。
　10年、20年後の自分のために健診を受けましょう！
●対象者／飯塚市に住民票がある19歳～39歳の方
　(昭和61年4月1日～平成19年3月31日生まれの方）
●受診料金／700円
　※生活保護世帯の方は医療カードの提示、非課税世帯の方
　　は受診者本人および世帯全員が非課税であることが確
　　認できる証明書の提出で受診料が無料になります。

令和7年度　若年者健診
●と　き／7月16日水　10時～11時半
●ところ／飯塚市役所本庁2階多目的ホール
●内　容／血圧測定・血管年齢測定・
　　　　　保健師による相談(※予約不要)

健康相談

●と　き／8月3日日　10時～11時半
●ところ／飯塚市総合体育館
●内　容／骨粗しょう症に関する講話・ストレッチ・
　　　　　骨密度測定　
　　　　　※動きやすい服装でお越しください。
●定　員／20人程度
●持参品／飲み物
●申込開始／7月15日火

骨粗しょう症予防講座

7月28日は世界肝炎デーです

　ユネスコ無形文化遺産に登録された「和食」
伝統的な日本の食文化にふれ、調理体験しませんか。
●と　き／①7月31日木　②8月4日月
　　　　　14時～15時半
●ところ／①健幸プラザ　②筑穂交流センター
●内　容／①練り切り　　②八ツ橋　　
●参加費／300円　　●定　員／各12人　　
●持参品／エプロン・三角巾・手ふき
●申込開始／①7月10日木　②7月17日木

和食文化講習会
〓飯塚市食生活改善推進会事業〓

　福岡県では、20歳以上の県民の約2人に1人が高血圧とい
う現状を踏まえ、スマートにソルトを使う減塩プロジェクト「ＴＲ
Ｙ！スマソる？」を実施中です。減塩のコツについて、学んで作っ
てみんなで取り組みましょう。
●と　き／8月4日月　10時～12時半
●ところ／飯塚片島交流センター
●参加費／500円（託児あり：1人につき別途100円）
●定　員／12人
●持参品／エプロン・三角巾・手ふき
●申込期限／7月28日月

スマソるレシピ料理教室
〓飯塚市食生活改善推進会事業〓

　令和7年度の飯塚市特定健診を実施しています。
　職場健診や特定健診以外の健康診断を受診し、特定健診を
受診しない方に、健診結果(検査データ)の提供をお願いして
います。
　ご協力いただける方には返信用封筒をお送りしますので、
特定健診係までご連絡ください。
●対象者／40歳～74歳の飯塚市国民健康保険加入者

　肝臓は「沈黙の臓器」といわれ、もしもウイルスに感染していても、自覚症状がないまま病気が進行する恐れがあります。重症化
を防ぐためには、早期発見・早期治療が大切です。この機会に、これまで肝炎ウイルス検査を受けたことがない方は、ぜひ肝炎ウイ
ルス検査を受けましょう。

健診結果の提供にご協力お願いします

●対象者／令和7年度において40歳以上になる方
●と　き／8月31日日　9時～11時半
●ところ／穂波交流センター　
●内　容／問診・お口の検査・結果説明
●受診料金／700円　　　
　※下記に該当される方は料金が無料になります。
　　①75歳以上の方
　　②74歳以下で次に該当される方
　　（　）内の証明書を必ずお持ちください。
　　　・後期高齢者医療制度に該当する方(マイナ保険証又
　　　 は、資格確認書(被保険者証))
　　　・生活保護世帯の方(医療カード)
　　　・非課税世帯の方(受診者本人および世帯全員が非課
　　　 税であることが確認できる証明書)
　当日持参されない場合は、有料になります。
●定　員／50人
●申込開始／7月30日水
●申込先／けんしん予約コールセンター
　　　　　☎0948-22-5527

口腔がん検診
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集団けんしんのお知らせ
けんしん予約コールセンター（平日8：30～17：15）

電話0948-22-5527　Fax0948-25-8994

※予約枠が定員を満たしている場合はお申込みができない場合があります。

※庄内保健福祉総合センターハーモニー及び穂波福祉総合センターは靴を脱いでけんしんを受けていただきます。スリッパ等必要な方はご用意ください。

口腔がん検診  実施時間：9時～12時

穂波交流センター
穂波福祉総合センター
二瀬交流センター
穂波交流センター
二瀬交流センター
穂波交流センター
幸袋交流センター
飯塚市役所本庁
穂波福祉総合センター
二瀬交流センター
穂波交流センター
庄内保健福祉総合センターハーモニー
幸袋交流センター
頴田交流センター別館（旧サンシャインかいた）
穂波支所
筑穂交流センター
庄内保健福祉総合センターハーモニー
飯塚医師会検診検査センター
二瀬交流センター
穂波交流センター
飯塚市役所本庁
庄内保健福祉総合センターハーモニー
幸袋交流センター
二瀬交流センター
庄内保健福祉総合センターハーモニー
穂波交流センター
穂波交流センター
庄内保健福祉総合センターハーモニー
飯塚市役所本庁
二瀬交流センター
飯塚市役所本庁
庄内保健福祉総合センターハーモニー
穂波福祉総合センター

協会けんぽ被扶養者検診

7月19日(土)
7月21日(月・祝)
8月24日(日)
8月30日(土)
9月2日(火)
9月5日(金)
9月13日(土)
9月15日(月・祝)
9月19日(金)
9月20日(土)
9月24日(水)
10月3日(金)
10月8日(水)
10月10日(金)
10月11日(土)
10月14日(火)
10月18日(土)
10月26日(日)
11月15日(土)
11月22日(土)
11月30日(日)
12月1日(月)
12月6日(土)
12月12日(金)
12月16日(火)
12月23日(火)
1月9日(金)
1月14日(水)
1月17日(土)
1月19日(月)
1月25日(日)
1月28日(水)
1月31日(土)

申込期間

申込受付中

8/6（水）
8：30～

9/3（水）
8：30～

10/1（水）
8：30～

11/5（水）
8：30～

12/3（水）
8：30～

日　程 実施予定会場 備　　考 託児

7月30日（水）～
8月20日（水）～
11月5日（水）～

8月31日(日)
9月21日(日)
12月21日(日)

料金700円　　対象者：40歳以上

料金・対象者について実施予定会場日　程申込期間
穂波交流センター（大ホール）
穂波交流センター（視聴覚室・第5研修室）
飯塚市役所本庁

 
 
 
 
子宮頸がん・乳がんのみ、★ナイト検診：受付時間16時～19時予定 
 
 
 
レディースデー ●
 
 
 
 
 
若年者健診・特定健診のみ ●
 
 
子宮頸がん・乳がんを除く 
 
 
 
子宮頸がん・乳がんのみ、★ナイト検診：受付時間16時～19時予定 
子宮頸がん・乳がんを除く 
 
レディースデー ●
 
 
 
 
 
 
 
若年者健診・特定健診のみ ●

詳細は協会けんぽからの案内をご参照ください。 

★9月2日（火）★12月1日（月）の子宮頸がん・乳がん検診は夜間に実施します。お仕事終わりなどに女性特有のがん検診の受診をご検討ください。
その他の日程は8：30（穂波福祉総合センターは9時）からの受付になります。

飯塚市公式LINE

飯塚市ホームページ
右記飯塚市ホームページから予約

受付時間　24時間（予約受付開始日は8：30～）
右記QRコードから飯塚市の公式LINEを友達登録後、集団けんしんの

ご予約をお願いいたします。
①友達登録　②トーク画面の下の予約機能から予約

けんしん当日の受付開始時間

申込先

電 話

ネット

LINE

11/24(月)、11/25（火）、11/26（水）
12/18（木）、12/19（金）、12/20（土）
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夜のウォーキング講座 参加費無料！
日頃の歩き方を変えるだけで、ウォーキングの効果が上がります！
「エクササイズウォーキング」を体験してみませんか？

いいづか健幸ポイント新規参加者説明会

熱中症にご注意ください！
熱中症の症状 熱中症を疑う場合は 医療機関を受診

飯塚地区消防本部

新規参加者を引き続き募集しています！

めまい
生あくび
筋肉痛

頭痛
判断力低下

虚脱感

嘔吐
集中力低下

倦怠感

立ちくらみ
大量の発汗
こむら返り

症状が進行すると・・・

涼しい場所へ避難

衣服をゆるめ、からだを冷やす

十分な水分と塩分の補給

クーラーの効いた部屋・日陰に移動
しましょう。

7月24日木
※雨天中止

7月29日火
※雨天中止

８月 ４日月

定 員 服装・持ちもの各回100人（先着順）

各開催日前日までに健幸保健課に電話でお申込みください。

動きやすい服装、タオル、飲みものなど

申 込

参加費 無 料 定 員 各回２０～３０人

７月23日水までに健幸保健課に電話でお申込みください。申 込

19：00～20：00

穂波野球場
（穂波Ｂ＆Ｇ海洋センター内）

7月24日木
7月29日火
8月  3日日

18：00～19：00
18：00～19：00
10：00～11：00

穂波Ｂ＆Ｇ海洋センター会議室
幸袋交流センター
市役所本庁2階　多目的ホール

幸袋交流センター
（飯塚市目尾１０２０－１）
飯塚市総合体育館
（鯰田１５６０－５）
※室内用シューズ必要

申込・問合せ　健幸保健課　健幸都市係（☎０９４８－９６－８６１４）

熱中症は
予防が大事！

熱中症警戒アラート
発表状況はこちらを
チェック！

熱中症予防情報サイト（環境省）

衣服をゆるめることで通気性がよく
なります。うちわや扇風機を使って
からだを冷やしましょう。

　応急処置をしても症状が改善しない
場合は、医療機関を受診しましょう。
　自力で水が飲めない、応答がおかしい
時は、迷わずに救急車を呼びましょう。

経口補水液などを飲むとより効果的
です。
※水分摂取について医師の指示があ
る場合はその指示に従ってください。

日　程 時　間 会　場

日　程 時　間 会　場

24日木 29日火は
夜のウォーキング講座と
健幸ポイント説明会を

同日に行います！
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休日在宅当番医のご案内（診療時間　９時～１７時）
【凡例】（内）…内科、（小）…小児科、（外）…外科、（整）…整形外科、（リ）…リハビリテーション科、（耳）…耳鼻咽喉科、（胃）…胃腸科、（胃内）…胃腸内科、（消）…消化器科、　　　
　　　　（消内）…消化器内科、（消外）…消化器外科、（循）…循環器科、（循内）…循環器内科、（腎）…腎臓内科、（糖内）…糖尿病内科、（呼）…呼吸器科、（皮）…皮膚科、（脳）…脳神経外科、
　　　　（神）…神経内科、（泌）…泌尿器科、（肛）…肛門科、（眼）…眼科、（産）…産婦人科、（婦）…婦人科、（ア）…アレルギー科、（総）…総合診療科、（放）…放射線科

医療機関、診療科等が変更となったり、やむを得ず休診となる場合がありますので、当日の新聞紙面または飯塚医師会の
ホームページをご覧いただくか、医療機関へ連絡していただき、今一度ご確認をお願いします。

【飯塚市立病院よりお願い】
※初診の方は、かかりつけ医より紹介状を持参していただくようお願いします。
※正確な薬剤情報や特定健診情報を取得・活用することができる、マイナ保険証の利用にご協力をお願いいたします。

医 療  あ れ こ れ
テーマ：脱水予防には塩飴は有効か？

　夏になると脱水予防で「塩飴をなめている」と言われる方も
おられます。塩飴には体内の水分量を保つ役割がある塩分が、
実際どの程度含まれているでしょうか。他の商品と成分を比べ
てみました。

　塩飴の１粒あたりの塩分は商品により差がありますが、最低
0.04g最高0.3g平均0.1g程度で意外と少ないのです。このよう
に塩飴は脱水予防に一役を担う程の量ではないようです。むし
ろ糖分も多く１粒あたりの平均は4ｇと、一般的な飴の糖分と同
じ程度で、塩飴で塩分1ｇを確保するには糖分40ｇ(160kcal)も
摂取にすることなります。血糖やカロリーを気にしている方に
とっては本末転倒ということに。
　では、脱水を予防するにはどうしたらいいのでしょうか。まず
は食事をしっかり摂りましょう！食事には塩分と水分、そして糖
分も含まれています。

　脱水予防になぜ”糖分”？と思われるかもしれませんが、糖分
は腸の中で水分吸収を促進します。朝食を摂らずに汗を一杯か
くような作業をした場合、水分だけを補充しても体液が薄まり
ます。これも脱水の原因となるのです。
　人間の体は60％が水分です。水分は筋肉をタンクにして蓄え
られているため、筋肉量が減少すると体内の水分量も少なくな
りがちです。加齢に伴い筋肉量が減るので、こまめな水分補給
も大事です。また、しっかり食べていても、果物や牛乳は無塩で
す。パンとコーヒーのみだと塩分が少ないものもあり、真夏に
多量の汗をかく時は注意が必要です。暑さなどで食欲がない時
は結果的に塩分不足にもなるため、効果的に塩分を摂取できる
面では、塩飴も脱水予防の選択肢の一つとなります。
　なお、元々日本人は平均的に塩分を摂りすぎているので、多
量に汗をかいた時か、高齢で筋肉が落ちた方以外は気を使う必
要はないと思いますが、塩飴の袋の裏側に塩分相当量などが
書いてあるので、確認してから購入しましょう。何事も過信せ
ず、成分を見て ”自分に合った”もので脱水予防しましょう。

飯塚市立病院 
栄養管理室　　
管理栄養士

古林 美保
こばやし   　み  ほ 

7月6日
日

飯塚市鯰田1772
細川小児科内科医院

(小)
0948-22-1088

飯塚市伊岐須847-5
石橋外科内科医院
(内)(外)(整)(胃内)
0948-23-0400

飯塚市菰田西2-7-33
鰺坂皮膚科

(皮)
0948-22-0236

嘉穂郡桂川町土師28
嘉穂信和病院

(内)
0948-62-2788

嘉麻市上山田1287
松岡病院
(内)

0948-52-1105

7月13日
日

飯塚市飯塚19-20
松浦医院
(内)

0948-22-3657

飯塚市伊規須298-10
大庭クリニック

(内)
0948-25-5678

飯塚市菰田西1-4-22
すどうクリニック

(産)
0948-22-2347

嘉穂郡桂川町土師2431-3
青栁医院
(内)(小)(外)

0948-65-0013

嘉麻市鴨生22-5
いわみハートクリニック

(内)(循内)
0948-42-0326

7月20日
日

飯塚市庄司36-5
まつなり医院
(内)(小)

0948-22-0643

飯塚市横田770-3
共立病院
(内)

0948-22-0725

飯塚市本町17-12
田中クリニック

(産)
0948-22-3280

飯塚市長尾884-22
内野内科クリニック

(内)
0948-52-6600

嘉麻市牛隈2510-4
健康リハビリテーション

内田病院(内)
0948-57-3268

7月21日
月・□祝

飯塚市菰田西1-6-24
あい内科・消化器科
クリニック(内)(消)
0948-22-0703

飯塚市花瀬87-1
児嶋病院
(内)(外)(脳)

0948-22-1498

飯塚市飯塚6-1
田中耳鼻咽喉科医院

(耳)
0948-29-8474

飯塚市長尾405-1
おおつか眼科医院

(眼)
0948-72-2828

嘉麻市下臼井1082-115
大塚内科クリニック

(内)(小)
0948-62-5757

7月27日
日

飯塚市飯塚18-27
大庭医院
(内)(小)(循)

0948-22-1009

飯塚市目尾720-3
坂元クリニック
(内)(外)

0948-25-1881

飯塚市吉原町10-6
青山外科医院
(外)(整)

0948-22-0212

嘉穂郡桂川町土師2361-8
大村内科医院
(内)(消内)

0948-65-0016

嘉麻市上山田1440-7
山田の大塚医院

(内)(外)
0948-52-0871

8月3日
日

飯塚市口原1061-1
頴田病院
(総)

0948-92-2131

飯塚市勢田1286-4
佐藤医院
(内)

0948-92-0006

飯塚市吉原町10-6
青山外科医院
(外)(整)

0948-22-0212

嘉穂郡桂川町土師2199-11
きはら内科消化器科医院

(内)(消)
0948-20-9015

嘉麻市漆生1579-1
大森外科医院

(外)
0948-42-0606

アイソトニック飲料
５００ｍｌ
塩分 ０.６ｇ
糖分 ３１ｇ

塩飴 1ケ

塩分 0.1g
糖分 4ｇ

経口補水飲料
５００ｍｌ
塩分　１.５ｇ
糖分　１３ｇ

１食分の塩分
塩分 ３ｇ
糖分 ９０ｇ　 　　　糖分 ９０ｇ　 　　　

塩飴 1ケ

塩分 0.1g
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●ご自身のマイナンバーカードが健康保険証の利用登録をしているか確認してみましょう。

マイナ保険証をご利用の方
マイナ保険証の利用登録をしている方

資格情報のお知らせ（A4サイズ） 資格確認書(カードサイズ)

マイナンバーカードを所有していない方
マイナ保険証の利用登録をしていない方

①スマートフォンにマイナポータルアプリをダウンロードする。
②スマートフォンにマイナンバーカードをかざして、
　マイナポータルにログインする。
③マイナポータル画面に表示される「健康保険証」を押す。
④「未登録」または「登録済み」と表示されます。

●試験区分・採用予定者数

●第１次試験日 ： 9月21日（日）
●受付期間 ： 7月16日（水）～8月15日（金）
　※受験申込みは電子申請（インターネット）による申込みのみとなります。

　　　　試 験 区 分 採用予定者数
行政事務(上級) 8名程度　
行政事務(初級) 3名程度　
行政事務(障がい者対象) 2名程度　
行政事務(社会福祉士) 2名程度　
行政事務(社会人経験者) 2名程度　
土　木 2名程度　土　木(資格保有者) 

・外国籍（永住者・特別永住者）の人も受験できます。
・地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する人は受験できません。
・災害の影響により、日程や内容等に変更が生じる場合があります。
・上記の他、技能労務職の職員採用試験を別途実施予定です。

試験案内等については、12月初旬頃に市ホームページ等にて公表いたします。

※受験資格は飯塚市公式ホームページ又は試験案内をご確認ください。

●問合せ　人事課　　本庁3階（内線1324）

●問合せ　医療保険課 医療給付係（☎0948-96-8212）

特定記録郵便(郵便受けに配達されます)
郵送時期：７月中旬から下旬

普通郵便(郵便受けに配達されます)
郵送時期：７月上旬から中旬

国民健康保険の「保険証」・
「資格確認書」・「資格情報のお知らせ」が８月１日で更新となります！！

令和７年度 飯塚市職員採用試験（令和８年４月１日採用）

詳細は市 HPから
ご確認ください。

　　　　試 験 区 分 採用予定者数
建　築 1名程度　建　築(資格保有者) 
保育士 3名程度　
保育士(社会人経験者) 2名程度　
保健師 2名程度　
保健師(社会人経験者) 1名程度　
学芸員 1名程度　

市HP
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●問合せ　介護保険課 保険料係（☎0948-96-8231）

65歳以上の
第１号被保険者の
みなさんへ 「令和7年度介護保険料納入通知書」を7月中旬に送付します。

介護保険の運営に必要な財源は、国・県・市が半分を負担し、
残りの半分を被保険者が保険料として負担することになります。

国の
負担金

県の
負担金

市の
負担金

40～64歳の
保険料

23%

27%

25%

12.5%

12.5%

65歳以上の方(第1号被保険者)

納付方法と納付回数

介護保険の財源

介護保険料 Q＆A

介護保険料のお知らせ
　介護保険は、介護が必要になった時に安心して生活が送れるように、社会全体で支えていく制度です。
　みなさんが納めている保険料が財源となり、介護を必要とする方がサービスを利用できる仕組みになっているので、介護
サービスを利用しなくても必ず保険料を納付しなければならないものとして、法律で定められています。

　保険料は、本人の所得状況や世帯の住民税課税状況な
どに応じて、17段階に分けて決定します。
　詳しくは、飯塚市から届く通知書をご確認ください。

■納付できる場所は？
　飯塚市役所(本庁・各支所)、納付書裏
面記載の金融機関及びコンビニエンスス
トア、スマホ決済(PayPay請求書払い・
Pay B)で納付できます。

■保険料の滞納が続くと・・・？

普通徴収(納付書でのお支払い)の方へ～便利な口座振替をご利用ください～

　介護サービス利用時に、費用を一旦全額支払うことになったり、利用者負
担の割合が引き上げられたりする場合があります。
　介護が必要になったとき、安心してサービスを利用できるように、介護保
険料は必ず納めましょう。

●口座振替とは？
　指定された預金口座から保険料を納期限日に振替（12月のみ納期限と異なる）し、納めていただく方法です。
●口座振替の申込方法は？
　納入通知書に添付している口座振替依頼書またはWeb口座振替受付サービスでお申込みできます。
　Web口座振替受付サービスは、インターネットから手間なく簡単に手続できて、とても便利です。
　お申込みの際は、右のＱＲコードを読み取ってページにアクセスし、手続を行ってください。

　生活困窮や災害・病気・失業などの所得激減により、保険料の納付が
難しい場合は、減免を受けられることがあります。
　・減免は、年度ごとの申請が必要です。
　・定年退職や自己都合による退職は減免の対象になりません。

■納期限が過ぎるとどうなるの？
　督促状や催告書、警告書の送付等で、
納付をお願いすることがあります。

　介護保険料は、特別徴収(年金からの天引き)による納
付が原則となりますが、年度途中で65歳になった人や転
入された方は、特別徴収になるまでの間、普通徴収(納付
書または口座振替)で納めていただきます。
　納付方法は法律で定められていることから個人で選択
することはできません。

公費 保険料

納付方法

納付回数

普通徴収
(納付書または口座振替)

8回
(8月～翌年3月まで）

特別徴収
(年金からの天引き)

6回
(4月～翌年2月までの偶数月)
※年度途中で特別徴収が始まる
　場合は6回とは限りません。

介護保険料は
大切な財源です
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　被保険者（加入者）の皆さんに「令和7年度後期高齢者医療保険料額決定通知書」を7月中旬にお届
けします。保険料は、令和6年中の所得金額と世帯（※注1）の状況を基に算定を行い、決定します。
　保険料は、県内どの地域でも同じ基準で算定され、加入者一人ひとりにかかります。

　災害、事業の休廃止による収入の著しい減少など保険料を納めることが困難になったときは、申
請により保険料が減免される場合があります。

　原則として年金天引き（年金が振り込まれる前に保険料が引かれる仕組み）です。ただし、年度途
中で資格取得した人（75歳になった人等）・年金の額などによっては口座振替、納付書払いやスマ
ホ収納で納めていただきます。
　年金天引きは口座振替に変更できますが、これまでの保険料に滞納がある場合は認められない
ことがあります。

アプリの操作方法や税金の支払いに利用できるチャージの方法、ポイントの
取扱い等については、各アプリ事業者へお問い合わせください。

令和7年度 後期高齢者医療保険料のお知らせ令和7年度 後期高齢者医療保険料のお知らせ

●保険料の決まり方（計算方法）

保険料の軽減

保険料の減免制度について

保険料の納め方

●均等割額の軽減

市税等をスマホ収納でお支払いの方へ

世帯の所得に応じて均等割額（年額60,004円）が軽減されます。

対象者の所得要件
（「同一世帯内の被保険者及び世帯主の軽減対象所得金額」の合計額）

【43万円（基礎控除額）
　　　+10万円×（給与所得者等の数－1）※注3】以下
【43万円（基礎控除額）+30.5万円×被保険者数
　　　+10万円×（給与所得者等の数－1）※注3】以下
【43万円（基礎控除額）+56万円×被保険者数
　　　+10万円×（給与所得者等の数－1）※注3】以下

軽減割合
（均等割額の年額）

7割（18,001円）

5割（30,002円）

2割（48,003円）

保険料

被保険者
均等割額

60,004円
総所得金額等－
43万円（基礎控除額）

※注2

所得割率
11.83％

所得割額
支援金約4割
（現役世代の負担）

約
１
割

公費（税金）約5割
国：県：市町村＝４：１：１

病
院
な
ど
に
支
払
う

自
己
負
担
額

※注１ 「世帯」とは、令和7年4月1日時点の世帯（年度途中で75歳になる人、県外からの転入者などはその時点）を基準にしています。
※注2 合計所得金額が2,400万円以下の場合43万円です。2,400万円を超える場合は異なります。

※注3 下線部の計算式は、同一世帯内の被保険者または世帯主のうち2人以上が、給与所得「給与収入55万円超」または公的年金等に係る
　　　 所得「公的年金等収入60万円超（65歳未満）または125万円超（65歳以上）」を有する場合に適用されます。

保険料は、被保険者全員が負担する「被保険者均等割額」と、
被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合計になります。
保険料は、年額80万円が上限です。

医療費総額
医療給付費

被保険者（加入者）の皆
さんが負担する保険料

= +
+ ×

＊＊＊＜お問合せ・申請窓口＞　本庁 医療保険課（内線1038～1040）、各支所 市民窓口課＊＊＊
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　令和6年12月2日以降、被保険者証は新たに発行されなくなり、マイナ保険証を基本とする仕組み
に移行しました。今回は、8月1日から使用できる「資格確認書」（紫色）を、後期高齢者医療制度に
加入するみなさまに、マイナ保険証の有無に関わらず郵送します。
　マイナ保険証での受付が難しい場合は、今回お送りする新しい資格確認書で、8月1日以降もこれ
まで通りの医療を受けることができます。
　☆7月31日までに新しい資格確認書が届かない場合はお問い合わせください。

　被保険者証同様、限度額適用認定証、限度額適用・標準負担額減額認定証についても、新たに
発行されなくなり、資格確認書に限度額の適用区分を併記する仕組みとなりました。
　●令和6年度中に限度額適用認定証または限度額適用・標準負担額減額認定証が交付されてい
　　た方、既に限度額の適用区分が併記された資格確認書をお持ちの方へは限度額の適用区分が
　　併記された資格確認書を交付します。
　●資格確認書に限度額の適用区分の併記を希望される場合は、申請手続が必要です。

自己負担割合

8月から資格確認書が新しくなります

資格確認書に限度額の適用区分が併記できます

新資格確認書は紫色です！（7月下旬郵送）

現在の認定証の有効期限は
令和7年7月31日です！

前年中の所得をもとに自己負担割合の判定を行います。
詳細は７月末に資格確認書と一緒に届く「後期高齢者医療制度のしおり」を
ご覧ください。

◆自己負担限度額（月額）

●現在の被保険者証・資格確認書（水色）の有効期限 令和7年7月31日
●新しい資格確認書（紫色）の有効期限   令和7年8月  1日～令和8年7月31日

※注４ 住民税の課税所得額が145万円以上であっても、世帯状況や収入金額又は旧ただし書き所得（令和６年中の総所得金額等から４３万円を
　　　控除した金額）によって、２割または１割負担となる場合があります。

負 担 区 分 負 担 割 合 判　定　基　準
現役並み
Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ

一 般 Ⅱ

一 般 Ⅰ
区分Ⅰ･Ⅱ １　割 上記以外の方

２　割

３　割

◇同じ世帯の被保険者のどなたかが、住民税の課税所得額28万円以上で、下記
①または②に該当する場合

①単身世帯で「年金収入＋その他の合計所得金額」の合計額が200万円以上
②複数世帯で被保険者全員の「年金収入＋その他の合計所得金額」の合計額が

320万円以上

◇同じ世帯の被保険者のどなたかが、住民税の課税所得額145万円以上の場
合。（※注４）

＊＊＊＜お問合せ・申請窓口＞　　本庁　医療保険課（内線1033～1035）＊＊＊

（※注５）  過去12か月以内に
世帯単位の高額療養費の支給
を受けた場合の４回目以降。

（※注６）一般区分の人の外来
分に対して、年144,000円の
限度額が設けられています。

（※注７）一般Ⅱの方について、
負担割合の引き上げに伴う1
か月の外来医療の負担の増加
額を3,000円までに抑えます。

（入院の医療費は対象外）
令和7年9月診療分まで実施予
定です。

負担区分
現役並みⅢ
現役並みⅡ
現役並みⅠ

一　般Ⅱ

一　般Ⅰ
区分Ⅱ
区分Ⅰ

外来（個人単位）
252,600円＋(総医療費－842,000円)×1%〈多数回140,100円（※注５）〉
167,400円＋(総医療費－558,000円)×1%〈多数回93,000円（※注５）〉
80,100円＋(総医療費－267,000円)×1%〈多数回44,400円（※注５）〉
18,000円（※注６）
一般Ⅱの方には負担を
抑える措置あり(※注７)

57,600円〈多数回44,400円（※注５）〉

57,600円〈多数回44,400円（※注５）〉
24,600円
15,000円

18,000円（※注６）

8,000円

外来＋入院（世帯単位）



16IIZUKA 2025.7 No.232

所
開
時

料

問

夏が来た！
そうだ、飯塚市のプールに行こう！

「そうそう、あったね、懐かしいね」　～ひと昔前の公営プール～

ちょっと役立つお知らせ:このページを抜き取ると子育てに関する情報を持ち歩きできるようになりました

間もなく夏休み！子どもたちとの暑い夏を飯塚市のプールで楽しんでみませんか？
市内には家族で楽しめるプールがたくさん！たっぷり遊んで思い出を作りましょう！
所：住所、開：開館月日、時：開館時間、料：料金、問：問合せ先
※穂波市民プール（飯塚市平恒54番地24）は令和7年度の利用を休止します。

飯塚市健康の森公園 屋内プール 飯塚市健康の森公園レジャープール（屋外）

筑豊緑地 屋内・屋外プール
サン・アビリティーズいいづか（屋内）

※1日9名までの人数制限あり

飯塚市吉北118番11

通年（休館日　火曜日）

10時～21時30分

飯塚市健康の森公園（☎0948-21-7811）

（2時間） 一　般　 430円 高校生 310円
 小・中学生 200円 幼　児 100円

所

開

時

料

問

飯塚市仁保8番25号
（屋内）：通年（休館日月曜日）
（屋外）：7月1日～9月30日
（屋内）平日・土曜 9時～21時、日曜・祝日 9時～17時 　
（屋外）9時～17時 

県営筑豊緑地 プール棟（☎0948-82-5556）

（2時間）一般 400円、中、高生 250円、小学生以下 200円

所

開

時

料

問

飯塚市柏の森956番地4
7月19日～8月31日
※水曜・金曜は障がい者の方の利用となります。
10時～16時半、18時～21時（18時以降は高校生以上）
日曜・祝日 10時～16時30分

サン・アビリティーズいいづか（☎0948-29-3087）

（2時間）一般、高校 110円、小、中学生50円、幼児 30円
※利用には事前予約が必要、車いすの方も利用可能

所
開

時

料

問

飯塚市吉北118番11

7月1日～8月31日
土日祝日及び夏休み期間 10時～18時
上記以外　12時～18時

飯塚市健康の森公園（☎0948-21-7811）

（終日単価） 一　般　 430円 高校生 310円
 小・中学生 200円 幼　児 100円

現在のトライアル飯
塚店の場所にあった
市営プール。昭和42
年から平成14年まで
営業していました。
■昭和43年の利用料金
一般、高校生 50円
小中学生 20円
幼児 10円

頴田野球場の隣で
昭和48年から平成
13年まで営業して
いた町民プール。
流 水 プ ー ル 、5 0
メートルのスライ
ダーが人気、夜の
営業も行っていま
した。飯塚市民プール 頴田町民プール

※Googleマイ
マップを利用
した地図です
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　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

子育てに関する悩み相談やサービスの情報提供など行っています。
楽しいイベントも開催していますので、お気軽にお越しください♪

　　　施　設　名
街なか子育てひろば
筑穂子育て支援センター
庄内子育て支援センター　
頴田子育て支援センター　
穂波子育て支援センター　

　　　　　　　　住　　　所
本町 11-10（よかもん通り）                 
長尾 1242-1（筑穂支所 3 階）
綱分 791-4（庄内図書館横）
鹿毛馬 2328-2 （頴田交流センター別館）
秋松 408（穂波交流センター 2 階）

TEL&FAX
☎0948-22-3809
☎0948-72-2970
☎0948-82-0089
☎0948-92-0333
☎0948-21-0066

詳細はＨＰにて
ご確認ください

子育て関連施設のご紹介

子
育
て

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

お
子
さ
ま
の
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
夏
休
み
等
の
長
期
休
暇
を
利
用
し
て

接
種
し
て
い
な
い
予
防
接
種
が
あ
れ
ば

受
け
ま
し
ょ
う
。

【
Ｍ
Ｒ
　
第
２
期
　
※
１
回
接
種
】

対
平
成
31
年
4
月
2
日
生
〜
令
和
２
年

　
４
月
１
日
生

期
令
和
８
年
３
月
31
日

【
日
本
脳
炎
　
第
２
期
　
※
１
回
接
種
】

対
９
歳
〜
12
歳

【
二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア・破
傷
風
）

　
※
１
回
接
種
】

対
11
歳
〜
12
歳

【
Ｈ
Ｐ
Ｖ（
子
宮
頸
が
ん
予
防
）

　
※
３
回
接
種（
２
回
の
場
合
あ
り
）】

対
小
学
６
年
生
〜
高
校
１
年
生
の
女
子

【
共
通
事
項
】

所
飯
塚
市・嘉
麻
市・桂
川
町
予
防
接
種

実
施
医
療
機
関
、福
岡
県
定
期
予
防
接

種
広
域
化
実
施
医
療
機
関（
要
予
約
）

持
接
種
履
歴
が
わ
か
る
も
の（
親
子（
母

子
）健
康
手
帳
等
）、本
人
確
認
で
き
る

書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド・資
格
確

認
書（
被
保
険
者
証
））

問
健
幸
保
健
課
　
地
域
保
健
係

　（
☎
０
９
４
８・96・８
６
１
５
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

育
児
相
談

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
対
市
内
在
住
の
就
学
前
の
お
子
様

時
７
月
24
日
木
13
時
半
〜
15
時

所
ゆ
め
ホ
ー
ル
（
ゆ
め
タ
ウ
ン
飯
塚
）

内
育
児
に
関
す
る
個
別
相
談
、
身
長
・

　
体
重
測
定
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
の
紹
介
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

持
親
子
（
母
子
）
健
康
手
帳
、
バ
ス

　
タ
オ
ル
（
体
重
測
定
希
望
者
の
み
）

問
こ
ど
も
家
庭
課

　（
☎
0
9
4
8
・
43
・
3
3
0
5

FAX
0
9
4
8
・
21
・
9
5
0
8
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

離
乳
食
教
室

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

【
個
別
相
談
】

時
７
月
18
日
金
10
時
半
〜
11
時
半

内
１
組
30
分
程
度
の
個
別
相
談

定
３
組

【
は
じ
め
て
講
座
】

時
７
月
18
日
金
13
時
〜
14
時

内
離
乳
食
の
始
め
方
や
進
み
方
に
つ
い

　
て
の
講
話
、
初
期
の
離
乳
食
す
り
つ

　
ぶ
し
体
験
、
試
食
（
保
護
者
）

定
８
組

【
も
ぐ
も
ぐ
講
座
】

時
７
月
18
日
金
14
時
半
〜
15
時
半

内
大
人
の
ご
飯
か
ら
月
齢
に
合
わ
せ
た

　
取
り
分
け
離
乳
食
の
調
理
実
習
（
中

　
期
〜
後
期
）、
試
食

定
12
組

託
有
り

【
共
通
事
項
】

対
乳
児
の
保
護
者
（
飯
塚
市
民
）

所
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

持
親
子（
母
子
）健
康
手
帳
、筆
記
用
具

※
も
ぐ
も
ぐ
講
座
の
み
エ
プ
ロ
ン
、
三

　
角
巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
た
は
電
話

期
７
月
11
日
金

問
こ
ど
も
家
庭
課

　（
☎
0
9
4
8
・
43
・
3
3
0
5

FAX
0
9
4
8
・
21
・
9
5
0
8
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

栄
養
満
点
！
お
や
こ
料
理
教
室
　
　

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
親
子
で
作
る
簡
単
メ
ニ
ュ
ー
の
調

理
実
習
を
開
催
し
ま
す
。

【
第
１
回
】

時
８
月
３
日
日
10
時
〜
13
時

所
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
　

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

【
第
２
回
】

時
８
月
８
日
金
10
時
〜
13
時

所
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

【
共
通
事
項
】

対
年
長
児
〜
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

※
安
全
の
た
め
、
幼
児
１
人
に
つ
き
大

　
人
１
人
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
各
10
組
（
先
着
）

　
※
両
日
同
メ
ニ
ュ
ー

料
１
組
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
、　

　
筆
記
用
具

期
７
月
14
日
月
〜

問
健
幸
保
健
課

　（
☎
0
9
4
8
・
96
・
8
6
1
3

FAX
0
9
4
8
・
25
・
8
9
9
4
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

　
親
子
で
一
緒
に
簡
単
な
お
や
つ
や

野
菜
料
理
な
ど
の
調
理
実
習
、
試
食

対
市
内
在
住
の
１
歳
半
〜
６
歳
児

　（
未
就
学
児
）
と
そ
の
保
護
者

時
８
月
５
日
火
14
時
〜
15
時

所
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

定
８
組

持
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
ふ
き
タ
オ
ル

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
た
は
電
話

期
７
月
１
日
火
９
時
か
ら

問
こ
ど
も
家
庭
課

　（
☎
0
9
4
8
・
43
・
3
3
0
5

FAX
0
9
4
8
・
21
・
9
5
0
8
）

申

申 問問

問

期

期

期期

定定託

定

定定 料

持

持持

問 持問 持

所

所

所所

所所

時時

時

時時

時 時

内

対

内

内内

対対対対

対

対対
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飯塚市の公共交通を未来に残すために…

バス・列車に乗って出かけてみませんか？

「公共交通」は、鉄道、バス、タクシーなどみんなが利用できる乗り物です。
しかし、利用者数の減少や、燃料費の高騰、乗務員不足等多くの課題があり、
依然として存続が危ぶまれています 。

路線バスの運行赤字に対する飯塚市の補填額

100,000

87,500

75,000

62,500
81,448千円

2,981人

384人

92,380千円

100,056千円

50,000

〇対 象 者：小学生以下
〇対象期間：土・日・祝日、GW、
 春・夏・冬の長期休み
〇対象路線：西鉄バスが運行する路線
 バス全路線 (※一部対象外となる
 路線があります)

「筑紫の湯」
カフェとスポーツ施設が併設
一日満喫できます
「原田駅」より徒歩15分

至 篠栗・博多

至 直方・折尾

桂川駅

上穂波駅

筑前内野駅

筑前山家駅

原田駅
詳細は西鉄バスHPより
ご確認ください

Ｒ４年度 Ｒ5年度 Ｒ6年度（千円）

3,000

2,250

1,500

750

0
Ｓ６２年度 Ｒ５年度（人）

JR筑豊本線「桂川～原田間」の1日平均通過人員

にしてつバスに乗って
　　　色んな所へ冒険しよう!

ローカル情緒あふれる
　JR原田線（桂川～原田間）に
　　乗ってみよう！

（JR九州ホームページより）

※「平均通過人員」
＝1日1㎞あたりの人員

●問合せ　地域公共交通対策課　　☎0948-96-8451　FAX0948-22-5526

バスやタクシーなどの運転手不足で公共交通の維持継続が難しくなっています。
飯塚市内の民間公共交通事業者では、運転手（乗務員）を募集しています。

 関心のある方は、下記にお問合せください。
〇バス関係…西鉄バスグループバス運転士採用係　 TEL：092-734-1341
〇タクシー関係…飯塚旅客自動車協同組合　　　　TEL：0948-22-3288

運転手（乗務員）を募集しています！

『こども50円バス』
★どこまで乗っても1回50円

・・・
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７月は同和問題啓発強調月間です
人権いいづかぬくもりNo.116

　福岡県では、同和問題の早期解決を私たち一人ひとりの課題とするため、1981年から毎年7月を「同和問題
啓発強調月間」と定めて、県内各地でさまざまな取組が行われています。
　飯塚市でも、下記の講演会を行います。私たち一人ひとりの問題として、人権の大切さについて考える機会に
してみませんか。

　2016年に「部落差別解消推進法（部落差別の解消の推進に関する法律）」が施行されました。
　飯塚市も、2018年より「部落差別をはじめあらゆる差別の解消の推進に関する条例」を施行しています。
　市民の皆様においても部落差別のない社会の実現に向けてご理解、ご協力をお願いします。

迫本幸二(さこもとこうじ)さん

マザー・アース人権啓発研究所主宰。
人権・平和学習の教材開発や講演会に
力を注いでおられます。　
　演題は「現代の部落差
別問題について考える
～オカリナと語りの人権
コンサート～」です。

福岡県人権研究所 特任研究員。
企業や行政職員等の人権・同和問題の
研修を行うなど幅広く活動中です。
　「人権の花『ひまわり』
から考える人権・同和問
題」の演題で講演してい
ただきます。

山口裕之(やまぐちひろゆき)さん

【問合せ】人権・同和政策課（☎0948-26-1178　FAX0948-23-7048）

10:00～11:30

と　き ところ 講　師

14:00～15:30
迫本幸二さん

山口裕之さん

迫本幸二さん

山口裕之さん

14:00～15:30

14:00～15:30

14:00～15:30

14:00～15:30

14:00～15:30

18:30～20:00

18:30～20:00

19:00～20:30

19:00～20:30

19:00～20:30

穂波交流センター

筑穂ふれあい交流センター
（筑穂支所５階）

鎮西交流センター

菰田交流センター

庄内交流センター

二瀬交流センター

立岩交流センター

飯塚東交流センター

幸袋交流センター

鯰田交流センター

頴田交流センター（別館）

飯塚片島交流センター

7月5日
（土）

10日
（木）

25日
（金）

29日
（火）

30日
（水）

31日
（木）

みんなの人権 110番：☎0570-003-110
子どもの人権 110番：☎0120-007-110
女性の人権ホットライン：☎0570-070-810

インターネットでも相談を受け付けています。
詳細はホームページからご覧いただけます。

同和問題啓発強調月間講演会のお知らせ
多数の市民の皆様のご参加をお持ちしています。※入場料無料・託児（要予約）・手話通訳あり



図書館だより
飯塚市立図書館キャラクターぼたぼん

休館日の
お知らせ

【飯塚】令和8年3月31日火まで全日
【ちくほ・庄内・穂波】
　7日・14日・22日火・28日

【頴田】土・日・祝日

5月1日（木）～令和8年3月 31日（火）　イイヅカコミュニティセンター改修工事のため休館します
＜飯塚図書館 休館のお知らせ＞

※定員のあるものは定員になり次第締切りとなります。最新の情報はホームページ・ SNS でご確認ください。

飯塚図書館：9 時半～ 19 時　TEL0948-22-5552 / FAX0948-22-5770  　
ちくほ図書館：9 時半～ 18 時　TEL0948-72-3849 / FAX0948-72-3854　
庄内図書館：9 時半～ 18 時　TEL0948-82-4155 / FAX0948-82-2188 
穂波図書館：9 時　～ 17 時　TEL0948-29-1172 
頴田図書館：9 時 ～ 17 時　TEL0948-92-3760 
メールアドレス：info@iizuka-library.jp

「もっと知りたい！」はこちらから

夏のスペシャルおはなし会

乳幼児～一般
令和7年7月12日（土）
14時～1時間程度
庄内交流センター（ハーモニー）
15組（先着順）
6月7日（土）9時半～
庄内図書館

①7月20日（日）10時～ / 14時～
②8月  3日（日）10時～ / 14時～
①7月21日（月）10時～
②8月  2日（土）10時～
①7月25日（金）10時～ / 14時～
②8月 8日（金）10時～ / 14時～

①調べ方教室 　②まとめ方教室（全2回）

飯塚市内在住・在学の小学生
※①②両日参加できる方
※3年生以下は保護者同伴
各回10人（先着順）
7月1日（火）9時半～
受講を希望する図書館

対 象

と 　 き

場 　 所

定 員

申 込 み

問 合 せ

庄 　 内

ち く ほ

穂 　 波

対 象

定 　 員

申 込 期 間

申 込 み

小学生以下
7月1日(火)～8月31日(日)
市内各図書館（飯塚図書館は休館）

対 象

と 　 き

場所・問合せ

飯塚市
図書館を使った調べる学習コンクール

サポート教室

？を！にしよう ボランティアによるワクワクなおはなし会！
ブラックシアターなど盛りだくさん★

『夏の自然観察会』参加者募集

と 　 き

場 　 所

集 合 場 所

定 　 員

資料・保険代

申 込 み

問 合 せ

身近な自然にふれ合い、植物や昆虫、
野鳥などを観察してみませんか？

7月27日(日)
9時10分(受付)～15時(少雨決行)
※雨天の場合：8月3日(日)に延期
添田町深倉峡
深倉園地駐車場（添田町落合）
20人（子ども連れ限定）
※定員になり次第締め切り
中学生以上200円・小学生以下100円
飯塚図書館　☎0948-22-5552
7月2日(水)9時半～18日(金) 
※事前受付のみ(当日、現地受付不可)
飯塚図書館　または
筑豊博物研究会　久保山　雄二
　　　　　　　(☎090-8351-6578)

子ども読書スタンプラリー
本を30冊借りてスタンプを集めよう！
ゴールした人にはプレゼントがあるよ！

あなたの好きな事、身のまわりの気になる事
について調べてみませんか？
図書館がアドバイスします！

ホームページ X Instagram

なんでだろう わかったぞ
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Information
▶飯塚市役所

▶穂波庁舎・支所
　☎0948-22-5500・FAX0948-21-2066

　☎0948-22-0380・FAX0948-26-4733
▶筑穂支所
　☎0948-72-1100・FAX0948-31-3100
▶庄内支所
　☎0948-82-1200・FAX0948-82-3520
▶頴田支所
　☎0948-92-2211・FAX0948-92-0332

●
本
庁
と
穂
波
支
所
で
は
、
毎
週
木
曜
日
に
窓
口
業
務
の
一
部
を
延
長
し
て
い
ま
す
。
延
長
時
間(

19
時
ま
で)

に
よ
る
取
扱
い
業
務
は
、
所
管
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の

運
休
等
に
ご
注
意

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
台
風
、
大
雨
な
ど
の
天
候
や
道
路

状
況
に
よ
り
エ
リ
ア
ワ
ゴ
ン
・
予
約

乗
合
タ
ク
シ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
・
路
線
ワ
ゴ
ン
が
事
前
の
通
知
な

く
、
急
き
ょ
運
休
や
遅
延
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
運
行
状
況
に
つ
い
て
は
市
Ｈ
Ｐ
も

し
く
は
ｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌
（
Ｋ
Ｂ

Ｃ
）
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
地
域
公
共
交
通
対
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
４
５
０
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
7
年
度

い
い
づ
か
ブ
ラ
ン
ド

申
請
受
付
開
始
！

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
い
い
づ
か
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
飯
塚

市
の
優
れ
た
製
品
等
を
市
が
ブ
ラ
ン

ド
品
と
し
て
認
定
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
指
す
制
度
で
す
。

対
市
内
に
本
社
機
能
を
有
す
る
中
小

　
企
業
基
本
法
に
基
づ
く
中
小
企
業

　
者
及
び
小
規
模
事
業
者
、
若
し
く

　
は
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者
。

期
7
月
31
日
木

申
当
課
窓
口
に
て
提
出
ま
た
は
郵
送

※
募
集
要
項
等
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

問
特
産
品
振
興
・
ふ
る
さ
と
応
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
５
３
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

時
7
月
22
日
火

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時
半

所
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

時
8
月
1
日
金

10
時
半
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時
半

所
飯
塚
市
役
所
本
庁

問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

　
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
４
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

東
日
本
大
震
災
被
災
者
へ
の

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
対
象
者
は
飯
塚
市
で
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
受
診

で
き
ま
す
。
受
診
方
法
や
医
療
機
関

な
ど
の
詳
細
は
、
福
島
県
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
住
民
票
の
あ
る
避

難
元
各
市
町
村
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

対
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
福
島
県
の

　
一
部
地
域
か
ら
住
民
票
を
異
動
せ
ず

　
に
飯
塚
市
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
方

問
健
幸
保
健
課

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
４
０
０
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
、

無
断
転
用
の
防
止
や
早
期
発
見
の
た

め
、市
内
す
べ
て
の
農
地
を
対
象
に
利

用
状
況
調
査（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）を

実
施
し
て
い
ま
す
。調
査
に
当
た
り
農

地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

時
９
月
下
旬
ま
で

問
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
内
線
１
４
８
１
、１
４
８
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

野
生
動
物
の
「
エ
サ
」
の
除
去
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
近
年
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
ア
ラ
イ

グ
マ
な
ど
の
野
生
動
物
に
よ
る
農
作

物
被
害
等
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
野
生
動
物
を
人
里
近
く
に
寄
せ
つ

け
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
地
域
か

ら
「
エ
サ
」
を
な
く
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
野
菜
く
ず
、
食
べ
残
し
な
ど
の
生

ご
み
を
屋
外
に
放
置
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
収
穫
し
な
い
ま
ま
の
果
実
や
廃
棄

す
る
作
物
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
野
生
動
物
に
意
図
し
て
餌
付
け
す

る
よ
う
な
行
為
は
絶
対
に
行
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

竹
粉
砕
機
操
作
説
明
会
の
開
催

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
放
置
竹
林
対
策
事
業
と
し
て
竹
粉

砕
機
を
導
入
し
、
森
林
整
備
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
竹
林
を
整
備
す
る
市

民
の
皆
様
に
無
料
で
貸
出
を
行
い
ま

す
。

　
貸
出
希
望
の
方
を
対
象
と
し
て
無

料
の
操
作
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
竹
粉
砕
機
を
借
り
る
際
に
は
、
本

説
明
会
を
受
講
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
※
説
明
会
は
今
後
定
期
的

に
開
催
予
定

時
7
月
29
日
火
10
時
〜
正
午

　
7
月
30
日
水
10
時
〜
正
午

所
庄
内
図
書
館
横
駐
車
場

定
各
日
先
着
20
人

持
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
手
袋
、
防
塵
眼
鏡

　
（
お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
し
出
し

　
ま
す
※
数
に
限
り
あ
り
）

申
問
農
林
振
興
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
４
５
４
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

駆
除
費
用
を
一
部

補
助
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
市
内
に
あ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

（
現
に
活
動
し
て
い
る
巣
）
が
あ
る

建
物
や
土
地
の
所
有
者
、
使
用
者
、

管
理
者

【
要
件
】

　
①
巣
を
駆
除
業
者
に
依
頼
し
て
駆

　
除
し
て
い
る
こ
と
。

　
②
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　
③
駆
除
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の

３
月
末
日
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
。

【
補
助
金
の
額
】

　
駆
除
費
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

　
費
税
を
除
く
）
の
２
分
の
１
（
１

　
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

　
※
上
限
額
５
０
０
０
円

※
申
請
時
に
は
、
駆
除
前
後
の
写

　
真
や
領
収
書
等
が
必
要
と
な
り

　
ま
す
。
駆
除
前
に
市
Ｈ
Ｐ
に
て

　
確
認
、
も
し
く
は
電
話
で
お
問

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
各
支

所
市
民
窓
口
課
に
ご
ざ
い
ま
す
。

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

緑
の
カ
ー
テ
ン

栽
培
レ
ポ
ー
ト
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
飯
塚
市
で
は
、地
球
温
暖
化
防
止

や
省
エ
ネ
に
有
効
な
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
設
置
を
推
進
し
て
お
り
、栽
培
レ

ポ
ー
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応
募
者

全
員
に
、参
加
賞
と
取
組
証
書
を
進

呈
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
な
ど
は
、市
Ｈ
Ｐ
に
て
確

認
、も
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

対
今
年
度
、市
内
で
つ
る
性
の
植
物
を

　
育
て
、緑
の
カ
ー
テ
ン
設
置
に
取
り

　
組
ん
だ
個
人
、事
業
所
及
び
団
体

期
８
月
15
日
金

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
８
年
度
奨
学
生
の

予
約
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住

　
し
、
奨
学
生
の
生
活
費
お
よ
び
学

　
資
を
負
担
す
る
者
の
子
な
ど

●
対
象
校

①
私
立
高
等
学
校・高
等
専
門
学
校

　
②
専
修
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学

期
７
月
31
日
木

定
対
象
校
①
10
名

　
対
象
校
②
20
名

申
問
教
育
総
務
課（
内
線
１
６
１
３
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
に
て
確
認
、も
し
く

　
は
電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

飯
塚
市
私
立
保
育
所
等

合
同
就
職
説
明
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
飯
塚
市
内
の
保
育
施
設
等
に
保
育

　
士
と
し
て
就
職
を
希
望
す
る
方
・

　
保
育
士
養
成
施
設
在
学
中
の
方

時
7
月
26
日
土
13
時
〜
16
時

所
近
畿
大
学
九
州
短
期
大
学
2
号
館

内
就
職
説
明
会
及
び
保
育
実
習
先
選

　
択
等
情
報
提
供

持
筆
記
用
具

問
保
育
課
保
育
こ
ど
も
園
係

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
１
４
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
営
住
宅（
空
き
家
）入
居
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、

　
　
ま
た
は
市
内
勤
務
者

　
②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が

　
　
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
　
こ
と

　
③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に

　
　
該
当
す
る
こ
と

　
※
そ
の
他
、単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。詳

　
　
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
８
月
１
日
金
〜
７
日
木

※
毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
　
受
け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課
（
☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※
同
課
に
備
え
付
け
の
申
込
案
内
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓
口

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
居
さ
れ
る
方
以
外
の
代
理
で
の

申
込
み
は
、
委
任
状
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
勢
振
興
功
労
者
表
彰

候
補
者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
市
で
は
永
年
に
わ
た
り
善
行
的
な

取
り
組
み
な
ど
で
活
躍
さ
れ
、
そ
の

功
績
が
顕
著
な
人
や
団
体
を
毎
年
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
社
会
の
た
め
に
尽
力
し
て
い

る
人
や
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
人
・

団
体
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

対
次
の
事
項
に
貢
献
し
た
人
、
団
体

・
地
方
自
治
の
振
興
発
展

・
産
業
の
振
興

・
社
会
福
祉
の
向
上

・
保
健
衛
生
の
向
上

・
生
活
環
境
の
保
全
、
向
上

・
教
育
、
芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の

　
振
興

・
防
犯
、
交
通
安
全
の
推
進

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類
　
推
薦
書
及
び
関
係
資

　
料

※
推
薦
書
は
総
務
課
に
準
備
し
て
い

　
ま
す
。

期
８
月
１
日
金

●
選
考
　
表
彰
審
査
会
で
選
考

問
総
務
課
（
☎
内
線
１
３
１
３
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

飯
塚
市

中
小
企
業
振
興

円
卓
会
議
委
員
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
中
小
企
業
振
興
施
策
の
推
進
に
関

す
る
審
議
、調
査
、研
究
や
、振
興
施

策
の
提
案
、検
証
等
を
行
う
た
め
、

「
飯
塚
市
中
小
企
業
振
興
円
卓
会
議
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
市
内
の
中
小
企
業（
会
社
及
び
個

　
人
）の
経
営
者
等

定
女
性
３
人

●
選
考
　
申
込
多
数
の
場
合
は
面
接

●
任
期
　
９
月
１
日
か
ら
２
年
間

期
７
月
２３
日
水

申
電
子
申
請
、メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
直
接
持
参

※
同
課
備
え
付
け
の
申
込
用
紙（
市
Ｈ

Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
産
学
振
興
課

（
☎
内
線
１
４
５
３
、

FAX
０
９
４
８・22・６
０
６
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
懐
か
し
の
嘉
穂
劇
場

界
隈
の
写
真
」募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
嘉
穂
劇
場
周
辺
の
当
時
の
暮
ら
し

ぶ
り
や
街
の
様
子
な
ど
、歴
史
や
文
化

を
記
録・保
存
す
る
た
め
、古
い
写
真

を
募
集
し
ま
す
。募
集
し
た
写
真
は

イ
ベ
ン
ト
等
で
使
用
し
ま
す
。

対
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
嘉
穂

劇
場
や
そ
の
周
辺
を
撮
影
し
た
写
真

【
注
意
事
項
】

・応
募
者
本
人
が
著
作
権
を
有
す
る

写
真
に
限
り
ま
す
。

・人
物
が
写
っ
た
写
真
は
事
前
に
承
諾

を
得
る
な
ど
、権
利
関
係
等
で
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

・応
募
写
真
の
使
用
権
は
市
に
帰
属
し
、

市
の
Ｐ
Ｒ
等
に
無
償
で
使
用
し
ま
す
。

期
９
月
１
日
月

申
歴
史
資
料
館
へ
持
参
ま
た
は
メ
ー
ル

※
Ｈ
Ｐ
に
記
載
の
応
募
用
紙
へ
の
記

入
が
必
要
で
す
。

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８・43・３
４
４
８
）

bunka@
city.iizuka.lg.jp

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

サ
ニ
ー
ベ
ー
ル
市
交
流
団

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
姉
妹
都
市
で
あ
る
サ
ニ
ー
ベ
ー
ル
市

　
か
ら
交
流
団（
大
人
や
家
族
単
位
）が

　
来
飯
し
ま
す
。3
泊
4
日
に
か
け
て

　
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
家
庭（
ホ
ス

　
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
）を
募
集
し
ま
す
。

時
１０
月
２４
日
金
〜
２７
日
月

期
7
月
１
日
火
〜
31
日
木

●
募
集
予
定
世
帯
数
　
20
世
帯

※
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
決
定
後
、事
前

会
議
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
国
際
政
策
課

（
☎
０
９
４
８・９６・８
５
０
７
）

対時時 所所 申期問問

問 対問時

問

問 申
問

対

所 時定

持

問
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の

運
休
等
に
ご
注
意

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
台
風
、
大
雨
な
ど
の
天
候
や
道
路

状
況
に
よ
り
エ
リ
ア
ワ
ゴ
ン
・
予
約

乗
合
タ
ク
シ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
・
路
線
ワ
ゴ
ン
が
事
前
の
通
知
な

く
、
急
き
ょ
運
休
や
遅
延
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
運
行
状
況
に
つ
い
て
は
市
Ｈ
Ｐ
も

し
く
は
ｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌
（
Ｋ
Ｂ

Ｃ
）
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
地
域
公
共
交
通
対
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
４
５
０
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
7
年
度

い
い
づ
か
ブ
ラ
ン
ド

申
請
受
付
開
始
！

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
い
い
づ
か
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
飯
塚

市
の
優
れ
た
製
品
等
を
市
が
ブ
ラ
ン

ド
品
と
し
て
認
定
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
指
す
制
度
で
す
。

対
市
内
に
本
社
機
能
を
有
す
る
中
小

　
企
業
基
本
法
に
基
づ
く
中
小
企
業

　
者
及
び
小
規
模
事
業
者
、
若
し
く

　
は
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者
。

期
7
月
31
日
木

申
当
課
窓
口
に
て
提
出
ま
た
は
郵
送

※
募
集
要
項
等
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

問
特
産
品
振
興
・
ふ
る
さ
と
応
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
５
３
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

時
7
月
22
日
火

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時
半

所
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

時
8
月
1
日
金

10
時
半
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時
半

所
飯
塚
市
役
所
本
庁

問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

　
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
４
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

東
日
本
大
震
災
被
災
者
へ
の

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
対
象
者
は
飯
塚
市
で
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
受
診

で
き
ま
す
。
受
診
方
法
や
医
療
機
関

な
ど
の
詳
細
は
、
福
島
県
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
住
民
票
の
あ
る
避

難
元
各
市
町
村
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

対
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
福
島
県
の

　
一
部
地
域
か
ら
住
民
票
を
異
動
せ
ず

　
に
飯
塚
市
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
方

問
健
幸
保
健
課

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
４
０
０
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
、

無
断
転
用
の
防
止
や
早
期
発
見
の
た

め
、市
内
す
べ
て
の
農
地
を
対
象
に
利

用
状
況
調
査（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）を

実
施
し
て
い
ま
す
。調
査
に
当
た
り
農

地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

時
９
月
下
旬
ま
で

問
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
内
線
１
４
８
１
、１
４
８
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

野
生
動
物
の
「
エ
サ
」
の
除
去
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
近
年
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
ア
ラ
イ

グ
マ
な
ど
の
野
生
動
物
に
よ
る
農
作

物
被
害
等
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
野
生
動
物
を
人
里
近
く
に
寄
せ
つ

け
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
地
域
か

ら
「
エ
サ
」
を
な
く
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
野
菜
く
ず
、
食
べ
残
し
な
ど
の
生

ご
み
を
屋
外
に
放
置
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
収
穫
し
な
い
ま
ま
の
果
実
や
廃
棄

す
る
作
物
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
野
生
動
物
に
意
図
し
て
餌
付
け
す

る
よ
う
な
行
為
は
絶
対
に
行
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

竹
粉
砕
機
操
作
説
明
会
の
開
催

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
放
置
竹
林
対
策
事
業
と
し
て
竹
粉

砕
機
を
導
入
し
、
森
林
整
備
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
竹
林
を
整
備
す
る
市

民
の
皆
様
に
無
料
で
貸
出
を
行
い
ま

す
。

　
貸
出
希
望
の
方
を
対
象
と
し
て
無

料
の
操
作
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
竹
粉
砕
機
を
借
り
る
際
に
は
、
本

説
明
会
を
受
講
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
※
説
明
会
は
今
後
定
期
的

に
開
催
予
定

時
7
月
29
日
火
10
時
〜
正
午

　
7
月
30
日
水
10
時
〜
正
午

所
庄
内
図
書
館
横
駐
車
場

定
各
日
先
着
20
人

持
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
手
袋
、
防
塵
眼
鏡

　
（
お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
し
出
し

　
ま
す
※
数
に
限
り
あ
り
）

申
問
農
林
振
興
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
４
５
４
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

駆
除
費
用
を
一
部

補
助
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
市
内
に
あ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

（
現
に
活
動
し
て
い
る
巣
）
が
あ
る

建
物
や
土
地
の
所
有
者
、
使
用
者
、

管
理
者

【
要
件
】

　
①
巣
を
駆
除
業
者
に
依
頼
し
て
駆

　
除
し
て
い
る
こ
と
。

　
②
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　
③
駆
除
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の

３
月
末
日
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
。

【
補
助
金
の
額
】

　
駆
除
費
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

　
費
税
を
除
く
）
の
２
分
の
１
（
１

　
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

　
※
上
限
額
５
０
０
０
円

※
申
請
時
に
は
、
駆
除
前
後
の
写

　
真
や
領
収
書
等
が
必
要
と
な
り

　
ま
す
。
駆
除
前
に
市
Ｈ
Ｐ
に
て

　
確
認
、
も
し
く
は
電
話
で
お
問

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
各
支

所
市
民
窓
口
課
に
ご
ざ
い
ま
す
。

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

緑
の
カ
ー
テ
ン

栽
培
レ
ポ
ー
ト
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
飯
塚
市
で
は
、地
球
温
暖
化
防
止

や
省
エ
ネ
に
有
効
な
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
設
置
を
推
進
し
て
お
り
、栽
培
レ

ポ
ー
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応
募
者

全
員
に
、参
加
賞
と
取
組
証
書
を
進

呈
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
な
ど
は
、市
Ｈ
Ｐ
に
て
確

認
、も
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

対
今
年
度
、市
内
で
つ
る
性
の
植
物
を

　
育
て
、緑
の
カ
ー
テ
ン
設
置
に
取
り

　
組
ん
だ
個
人
、事
業
所
及
び
団
体

期
８
月
15
日
金

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
８
年
度
奨
学
生
の

予
約
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住

　
し
、
奨
学
生
の
生
活
費
お
よ
び
学

　
資
を
負
担
す
る
者
の
子
な
ど

●
対
象
校

①
私
立
高
等
学
校・高
等
専
門
学
校

　
②
専
修
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学

期
７
月
31
日
木

定
対
象
校
①
10
名

　
対
象
校
②
20
名

申
問
教
育
総
務
課（
内
線
１
６
１
３
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
に
て
確
認
、も
し
く

　
は
電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

飯
塚
市
私
立
保
育
所
等

合
同
就
職
説
明
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
飯
塚
市
内
の
保
育
施
設
等
に
保
育

　
士
と
し
て
就
職
を
希
望
す
る
方
・

　
保
育
士
養
成
施
設
在
学
中
の
方

時
7
月
26
日
土
13
時
〜
16
時

所
近
畿
大
学
九
州
短
期
大
学
2
号
館

内
就
職
説
明
会
及
び
保
育
実
習
先
選

　
択
等
情
報
提
供

持
筆
記
用
具

問
保
育
課
保
育
こ
ど
も
園
係

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
１
４
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
営
住
宅（
空
き
家
）入
居
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、

　
　
ま
た
は
市
内
勤
務
者

　
②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が

　
　
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
　
こ
と

　
③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に

　
　
該
当
す
る
こ
と

　
※
そ
の
他
、単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。詳

　
　
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
８
月
１
日
金
〜
７
日
木

※
毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
　
受
け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課
（
☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※
同
課
に
備
え
付
け
の
申
込
案
内
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓
口

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
居
さ
れ
る
方
以
外
の
代
理
で
の

申
込
み
は
、
委
任
状
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
勢
振
興
功
労
者
表
彰

候
補
者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
市
で
は
永
年
に
わ
た
り
善
行
的
な

取
り
組
み
な
ど
で
活
躍
さ
れ
、
そ
の

功
績
が
顕
著
な
人
や
団
体
を
毎
年
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
社
会
の
た
め
に
尽
力
し
て
い

る
人
や
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
人
・

団
体
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

対
次
の
事
項
に
貢
献
し
た
人
、
団
体

・
地
方
自
治
の
振
興
発
展

・
産
業
の
振
興

・
社
会
福
祉
の
向
上

・
保
健
衛
生
の
向
上

・
生
活
環
境
の
保
全
、
向
上

・
教
育
、
芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の

　
振
興

・
防
犯
、
交
通
安
全
の
推
進

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類
　
推
薦
書
及
び
関
係
資

　
料

※
推
薦
書
は
総
務
課
に
準
備
し
て
い

　
ま
す
。

期
８
月
１
日
金

●
選
考
　
表
彰
審
査
会
で
選
考

問
総
務
課
（
☎
内
線
１
３
１
３
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

飯
塚
市

中
小
企
業
振
興

円
卓
会
議
委
員
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
中
小
企
業
振
興
施
策
の
推
進
に
関

す
る
審
議
、調
査
、研
究
や
、振
興
施

策
の
提
案
、検
証
等
を
行
う
た
め
、

「
飯
塚
市
中
小
企
業
振
興
円
卓
会
議
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
市
内
の
中
小
企
業（
会
社
及
び
個

　
人
）の
経
営
者
等

定
女
性
３
人

●
選
考
　
申
込
多
数
の
場
合
は
面
接

●
任
期
　
９
月
１
日
か
ら
２
年
間

期
７
月
２３
日
水

申
電
子
申
請
、メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
直
接
持
参

※
同
課
備
え
付
け
の
申
込
用
紙（
市
Ｈ

Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
産
学
振
興
課

（
☎
内
線
１
４
５
３
、

FAX
０
９
４
８・22・６
０
６
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
懐
か
し
の
嘉
穂
劇
場

界
隈
の
写
真
」募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
嘉
穂
劇
場
周
辺
の
当
時
の
暮
ら
し

ぶ
り
や
街
の
様
子
な
ど
、歴
史
や
文
化

を
記
録・保
存
す
る
た
め
、古
い
写
真

を
募
集
し
ま
す
。募
集
し
た
写
真
は

イ
ベ
ン
ト
等
で
使
用
し
ま
す
。

対
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
嘉
穂

劇
場
や
そ
の
周
辺
を
撮
影
し
た
写
真

【
注
意
事
項
】

・応
募
者
本
人
が
著
作
権
を
有
す
る

写
真
に
限
り
ま
す
。

・人
物
が
写
っ
た
写
真
は
事
前
に
承
諾

を
得
る
な
ど
、権
利
関
係
等
で
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

・応
募
写
真
の
使
用
権
は
市
に
帰
属
し
、

市
の
Ｐ
Ｒ
等
に
無
償
で
使
用
し
ま
す
。

期
９
月
１
日
月

申
歴
史
資
料
館
へ
持
参
ま
た
は
メ
ー
ル

※
Ｈ
Ｐ
に
記
載
の
応
募
用
紙
へ
の
記

入
が
必
要
で
す
。

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８・43・３
４
４
８
）

bunka@
city.iizuka.lg.jp

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

サ
ニ
ー
ベ
ー
ル
市
交
流
団

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
姉
妹
都
市
で
あ
る
サ
ニ
ー
ベ
ー
ル
市

　
か
ら
交
流
団（
大
人
や
家
族
単
位
）が

　
来
飯
し
ま
す
。3
泊
4
日
に
か
け
て

　
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
家
庭（
ホ
ス

　
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
）を
募
集
し
ま
す
。

時
１０
月
２４
日
金
〜
２７
日
月

期
7
月
１
日
火
〜
31
日
木

●
募
集
予
定
世
帯
数
　
20
世
帯

※
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
決
定
後
、事
前

会
議
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
国
際
政
策
課

（
☎
０
９
４
８・９６・８
５
０
７
）

人
権
標
語
　
　
　
　
●
つ
ら
い
と
き
　
ひ
た
す
ら
泣
こ
う
　
笑
顔
の
素
　（
片
島
小
）　
　
　
●
命
と
は
　
一
人
一
つ
の
　
た
か
ら
物  （
片
島
小
）

対対 期期

所時 対

定

持 内 対

申
問

対

対

対対時

定期申問

期期 申問問

期

問

時問問

問

募
　集
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

台
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の

運
休
等
に
ご
注
意

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
台
風
、
大
雨
な
ど
の
天
候
や
道
路

状
況
に
よ
り
エ
リ
ア
ワ
ゴ
ン
・
予
約

乗
合
タ
ク
シ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
・
路
線
ワ
ゴ
ン
が
事
前
の
通
知
な

く
、
急
き
ょ
運
休
や
遅
延
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
運
行
状
況
に
つ
い
て
は
市
Ｈ
Ｐ
も

し
く
は
ｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌
（
Ｋ
Ｂ

Ｃ
）
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
地
域
公
共
交
通
対
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
４
５
０
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
7
年
度

い
い
づ
か
ブ
ラ
ン
ド

申
請
受
付
開
始
！

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
い
い
づ
か
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
飯
塚

市
の
優
れ
た
製
品
等
を
市
が
ブ
ラ
ン

ド
品
と
し
て
認
定
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
指
す
制
度
で
す
。

対
市
内
に
本
社
機
能
を
有
す
る
中
小

　
企
業
基
本
法
に
基
づ
く
中
小
企
業

　
者
及
び
小
規
模
事
業
者
、
若
し
く

　
は
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者
。

期
7
月
31
日
木

申
当
課
窓
口
に
て
提
出
ま
た
は
郵
送

※
募
集
要
項
等
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

問
特
産
品
振
興
・
ふ
る
さ
と
応
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
５
３
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

時
7
月
22
日
火

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時
半

所
庄
内
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
ハ
ー
モ
ニ
ー

時
8
月
1
日
金

10
時
半
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時
半

所
飯
塚
市
役
所
本
庁

問
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

　
飯
塚
市
献
血
推
進
協
議
会

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
４
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

東
日
本
大
震
災
被
災
者
へ
の

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
対
象
者
は
飯
塚
市
で
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
受
診

で
き
ま
す
。
受
診
方
法
や
医
療
機
関

な
ど
の
詳
細
は
、
福
島
県
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
住
民
票
の
あ
る
避

難
元
各
市
町
村
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

対
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
福
島
県
の

　
一
部
地
域
か
ら
住
民
票
を
異
動
せ
ず

　
に
飯
塚
市
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
方

問
健
幸
保
健
課

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
４
０
０
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
、

無
断
転
用
の
防
止
や
早
期
発
見
の
た

め
、市
内
す
べ
て
の
農
地
を
対
象
に
利

用
状
況
調
査（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）を

実
施
し
て
い
ま
す
。調
査
に
当
た
り
農

地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

時
９
月
下
旬
ま
で

問
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
内
線
１
４
８
１
、１
４
８
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

野
生
動
物
の
「
エ
サ
」
の
除
去
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
近
年
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
ア
ラ
イ

グ
マ
な
ど
の
野
生
動
物
に
よ
る
農
作

物
被
害
等
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
野
生
動
物
を
人
里
近
く
に
寄
せ
つ

け
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
地
域
か

ら
「
エ
サ
」
を
な
く
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
野
菜
く
ず
、
食
べ
残
し
な
ど
の
生

ご
み
を
屋
外
に
放
置
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
収
穫
し
な
い
ま
ま
の
果
実
や
廃
棄

す
る
作
物
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
野
生
動
物
に
意
図
し
て
餌
付
け
す

る
よ
う
な
行
為
は
絶
対
に
行
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

竹
粉
砕
機
操
作
説
明
会
の
開
催

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
放
置
竹
林
対
策
事
業
と
し
て
竹
粉

砕
機
を
導
入
し
、
森
林
整
備
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
や
竹
林
を
整
備
す
る
市

民
の
皆
様
に
無
料
で
貸
出
を
行
い
ま

す
。

　
貸
出
希
望
の
方
を
対
象
と
し
て
無

料
の
操
作
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
竹
粉
砕
機
を
借
り
る
際
に
は
、
本

説
明
会
を
受
講
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
※
説
明
会
は
今
後
定
期
的

に
開
催
予
定

時
7
月
29
日
火
10
時
〜
正
午

　
7
月
30
日
水
10
時
〜
正
午

所
庄
内
図
書
館
横
駐
車
場

定
各
日
先
着
20
人

持
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
手
袋
、
防
塵
眼
鏡

　
（
お
持
ち
で
な
い
方
は
貸
し
出
し

　
ま
す
※
数
に
限
り
あ
り
）

申
問
農
林
振
興
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
４
５
４
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

駆
除
費
用
を
一
部

補
助
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
市
内
に
あ
る
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣

（
現
に
活
動
し
て
い
る
巣
）
が
あ
る

建
物
や
土
地
の
所
有
者
、
使
用
者
、

管
理
者

【
要
件
】

　
①
巣
を
駆
除
業
者
に
依
頼
し
て
駆

　
除
し
て
い
る
こ
と
。

　
②
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

　
③
駆
除
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の

３
月
末
日
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
。

【
補
助
金
の
額
】

　
駆
除
費
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

　
費
税
を
除
く
）
の
２
分
の
１
（
１

　
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

　
※
上
限
額
５
０
０
０
円

※
申
請
時
に
は
、
駆
除
前
後
の
写

　
真
や
領
収
書
等
が
必
要
と
な
り

　
ま
す
。
駆
除
前
に
市
Ｈ
Ｐ
に
て

　
確
認
、
も
し
く
は
電
話
で
お
問

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
各
支

所
市
民
窓
口
課
に
ご
ざ
い
ま
す
。

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

緑
の
カ
ー
テ
ン

栽
培
レ
ポ
ー
ト
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
飯
塚
市
で
は
、地
球
温
暖
化
防
止

や
省
エ
ネ
に
有
効
な
緑
の
カ
ー
テ
ン

の
設
置
を
推
進
し
て
お
り
、栽
培
レ

ポ
ー
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応
募
者

全
員
に
、参
加
賞
と
取
組
証
書
を
進

呈
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
な
ど
は
、市
Ｈ
Ｐ
に
て
確

認
、も
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

対
今
年
度
、市
内
で
つ
る
性
の
植
物
を

　
育
て
、緑
の
カ
ー
テ
ン
設
置
に
取
り

　
組
ん
だ
個
人
、事
業
所
及
び
団
体

期
８
月
15
日
金

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
８
年
度
奨
学
生
の

予
約
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住

　
し
、
奨
学
生
の
生
活
費
お
よ
び
学

　
資
を
負
担
す
る
者
の
子
な
ど

●
対
象
校

①
私
立
高
等
学
校・高
等
専
門
学
校

　
②
専
修
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学

期
７
月
31
日
木

定
対
象
校
①
10
名

　
対
象
校
②
20
名

申
問
教
育
総
務
課（
内
線
１
６
１
３
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
に
て
確
認
、も
し
く

　
は
電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

飯
塚
市
私
立
保
育
所
等

合
同
就
職
説
明
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
飯
塚
市
内
の
保
育
施
設
等
に
保
育

　
士
と
し
て
就
職
を
希
望
す
る
方
・

　
保
育
士
養
成
施
設
在
学
中
の
方

時
7
月
26
日
土
13
時
〜
16
時

所
近
畿
大
学
九
州
短
期
大
学
2
号
館

内
就
職
説
明
会
及
び
保
育
実
習
先
選

　
択
等
情
報
提
供

持
筆
記
用
具

問
保
育
課
保
育
こ
ど
も
園
係

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
１
４
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
営
住
宅（
空
き
家
）入
居
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、

　
　
ま
た
は
市
内
勤
務
者

　
②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が

　
　
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
　
こ
と

　
③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に

　
　
該
当
す
る
こ
と

　
※
そ
の
他
、単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。詳

　
　
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
８
月
１
日
金
〜
７
日
木

※
毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
　
受
け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課
（
☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※
同
課
に
備
え
付
け
の
申
込
案
内
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓
口

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
居
さ
れ
る
方
以
外
の
代
理
で
の

申
込
み
は
、
委
任
状
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
勢
振
興
功
労
者
表
彰

候
補
者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
市
で
は
永
年
に
わ
た
り
善
行
的
な

取
り
組
み
な
ど
で
活
躍
さ
れ
、
そ
の

功
績
が
顕
著
な
人
や
団
体
を
毎
年
表

彰
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
社
会
の
た
め
に
尽
力
し
て
い

る
人
や
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
人
・

団
体
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

対
次
の
事
項
に
貢
献
し
た
人
、
団
体

・
地
方
自
治
の
振
興
発
展

・
産
業
の
振
興

・
社
会
福
祉
の
向
上

・
保
健
衛
生
の
向
上

・
生
活
環
境
の
保
全
、
向
上

・
教
育
、
芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の

　
振
興

・
防
犯
、
交
通
安
全
の
推
進

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類
　
推
薦
書
及
び
関
係
資

　
料

※
推
薦
書
は
総
務
課
に
準
備
し
て
い

　
ま
す
。

期
８
月
１
日
金

●
選
考
　
表
彰
審
査
会
で
選
考

問
総
務
課
（
☎
内
線
１
３
１
３
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

飯
塚
市

中
小
企
業
振
興

円
卓
会
議
委
員
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
中
小
企
業
振
興
施
策
の
推
進
に
関

す
る
審
議
、調
査
、研
究
や
、振
興
施

策
の
提
案
、検
証
等
を
行
う
た
め
、

「
飯
塚
市
中
小
企
業
振
興
円
卓
会
議
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
市
内
の
中
小
企
業（
会
社
及
び
個

　
人
）の
経
営
者
等

定
女
性
３
人

●
選
考
　
申
込
多
数
の
場
合
は
面
接

●
任
期
　
９
月
１
日
か
ら
２
年
間

期
７
月
２３
日
水

申
電
子
申
請
、メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
直
接
持
参

※
同
課
備
え
付
け
の
申
込
用
紙（
市
Ｈ

Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
産
学
振
興
課

（
☎
内
線
１
４
５
３
、

FAX
０
９
４
８・22・６
０
６
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
懐
か
し
の
嘉
穂
劇
場

界
隈
の
写
真
」募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
嘉
穂
劇
場
周
辺
の
当
時
の
暮
ら
し

ぶ
り
や
街
の
様
子
な
ど
、歴
史
や
文
化

を
記
録・保
存
す
る
た
め
、古
い
写
真

を
募
集
し
ま
す
。募
集
し
た
写
真
は

イ
ベ
ン
ト
等
で
使
用
し
ま
す
。

対
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
の
嘉
穂

劇
場
や
そ
の
周
辺
を
撮
影
し
た
写
真

【
注
意
事
項
】

・応
募
者
本
人
が
著
作
権
を
有
す
る

写
真
に
限
り
ま
す
。

・人
物
が
写
っ
た
写
真
は
事
前
に
承
諾

を
得
る
な
ど
、権
利
関
係
等
で
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

・応
募
写
真
の
使
用
権
は
市
に
帰
属
し
、

市
の
Ｐ
Ｒ
等
に
無
償
で
使
用
し
ま
す
。

期
９
月
１
日
月

申
歴
史
資
料
館
へ
持
参
ま
た
は
メ
ー
ル

※
Ｈ
Ｐ
に
記
載
の
応
募
用
紙
へ
の
記

入
が
必
要
で
す
。

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８・43・３
４
４
８
）

bunka@
city.iizuka.lg.jp

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

サ
ニ
ー
ベ
ー
ル
市
交
流
団

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
姉
妹
都
市
で
あ
る
サ
ニ
ー
ベ
ー
ル
市

　
か
ら
交
流
団（
大
人
や
家
族
単
位
）が

　
来
飯
し
ま
す
。3
泊
4
日
に
か
け
て

　
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
家
庭（
ホ
ス

　
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
）を
募
集
し
ま
す
。

時
１０
月
２４
日
金
〜
２７
日
月

期
7
月
１
日
火
〜
31
日
木

●
募
集
予
定
世
帯
数
　
20
世
帯

※
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
決
定
後
、事
前

会
議
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
国
際
政
策
課

（
☎
０
９
４
８・９６・８
５
０
７
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

出
前
講
座
を
利
用

し
ま
せ
ん
か
？

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
出
前

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
市
内
で
活
動
す
る
お
お
む
ね
10
人

　
以
上
の
グ
ル
ー
プ

所
申
込
団
体
で
確
保
し
た
会
場

内
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
な
に
？

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス・バ
イ
ア
ス
と
は
？

な
ど

期
開
催
日
の
３
週
間
前
ま
で

申
電
子
申
請

問
男
女
共
同
参
画
推
進
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
５
５
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

介
護
予
防
教
室
参
加
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
飯
塚
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
65
歳

　
以
上
の
人
で
全
回（
11
回
）参
加
可

　
能
な
人(

送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん)

期
7
月
7
日
月
〜
7
月
28
日
月

時
8
月
28
日
木
14
時
〜
15
時
半

所
庄
内
交
流
セ
ン
タ
ー

内
脳
元
気
教
室

定
25
人
〜
30
人
程
度

※

初
参
加
、会
場
付
近
に
お
住
ま
い
の

　
人
を
優
先
的
に
案
内（
先
着
順
で
は

　
あ
り
ま
せ
ん
）

申
問
高
齢
者
支
援
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
６
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ス
マ
ホ
セ
ミ
ナ
ー

投
資
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

【
ス
マ
ホ
セ
ミ
ナ
ー
】

●
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
編
＋
防
災
編

時
７
月
29
日
火
10
時
〜
12
時
10
分

内
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
と
ス
マ
ホ
で
の
防

　
災
の
備
え
の
２
講
座

●
調
べ
も
の
編
＋
動
画
編

時
７
月
29
日
火
13
時
半
〜
15
時
40
分

内
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ア
プ
リ
活
用
と
ス

　
マ
ホ
で
の
動
画
視
聴
の
２
講
座

【
投
資
セ
ミ
ナ
ー
】

●
一
般
向
け
　
投
資
講
座

時
７
月
16
日
水
10
時
〜
11
時
半

内
未
来
を
変
え
る
お
金
の
増
や
し
方

●
親
子
で
学
ぶ
投
資
講
座

時
８
月
５
日
火
10
時
〜
11
時
半

内
小
５
〜
中
３
と
親
で
学
ぶ
投
資

【
共
通
事
項
】

所
穂
波
庁
舎
３
階

※

駐
車
場
は
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

定
20
人(

先
着
順)※

親
子
で
学
ぶ
投

　
資
講
座
は
親
子
合
計
40
人

期
７
月
１
日
火
９
時
〜
各
開
催
前
日

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約
機
能

問
生
涯
学
習
ひ
ろ
ば

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
６
９
７
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

国
際
交
流
い
い
づ
か

暮
ら
し
〜
森
で
遊
ぼ
う
〜

参
加
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

時
８
月
31
日
日
９
時
半
〜
16
時

所
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
茜

※

市
役
所
か
ら
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
（
在
勤
）

　
の
外
国
人
・
日
本
人

定
20
人

内
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、木
材
を
使
っ
た

　
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

料
６
０
０
円
（
お
弁
当
代
）

期
８
月
15
日
金

申
電
子
申
請
ま
た
は
電
話

問
国
際
政
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
７
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

中
学
生
・
高
校
生
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
講
師
に
よ
る
国
際
感
覚

を
身
に
つ
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。

時
7
月
26
日
土
13
時
半
〜
15
時

所
ゆ
め
タ
ウ
ン
飯
塚
ゆ
め
ホ
ー
ル

対
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
中
学
　

　
生
・
高
校
生

定
先
着
20
人
程
度

期
7
月
18
日
金

申
電
子
申
請
ま
た
は
電
話

問
国
際
政
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
７
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

打
ち
水
を
実
施
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
夏
の
風
物
詩
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
打

ち
水
」は
、夏
の
暑
さ
を
和
ら
げ
る
エ
コ

な
取
組
で
す
。申
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
参
加
で
き
な
い
方
も
ご
自
宅
や
事
業

所
で
、お
風
呂
の
残
り
湯
や
溜
め
た
雨

水
を
利
用
し
た「
打
ち
水
」を
行
い
、地

球
に
や
さ
し
く
涼
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

時
８
月
５
日
火
17
時
〜

所
本
庁
舎
２
階
屋
上
広
場

問
環
境
整
備
課(

☎
内
線
１
６
５
３)

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

竹
の
水
鉄
砲
を

作
ろ
う
！

（
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
水
鉄
砲
を
工
作
し
な
が
ら
、
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
を
し
ま
せ
ん
か
。
工
作
後

は
自
作
の
水
鉄
砲
で
打
ち
水
を
行
い

ま
す
。

対
小
学
校
１
年
生
〜
（
小
学
校
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
が
必
須)

時
８
月
５
日
火
16
時

所
本
庁
舎
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
50
人(

保
護
者
含
む
。
先
着
順)

期
７
月
10
日
木
〜
28
日
月

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約
機
能

ま
た
は
電
話

問
環
境
整
備
課(

☎
内
線
１
６
５
３)

定

定定

申 申

申

申申

申

問

問

問

問

問期 期

期 時時 時 時 内内 内 内

期

期期定

定

料

所所

所 所

所

時

時 時

問問 所所 時時

内内

内

対

対対

対

対

講
演
・
講
座

イ
ベ
ン
ト

広報いいづかの アンケート調査 にご協力ください！

メ
ジ
ロ
な
ど
の
野
鳥
を
愛
玩
目
的
で
捕
獲
、
飼
養
す
る
こ
と
は
鳥
獣
保
護
管
理
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
捕
獲
を
見
つ
け
た
場
合
は

目
撃
現
場
よ
り
１
１
０
番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
福
岡
県
環
境
部
自
然
環
境
課
野
生
生
物
係
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
６
７
）

野
鳥
は
愛
玩
目
的
で

捕
獲
で
き
ま
せ
ん

問

市民の方にとってより魅力的な内容にするため、
アンケート調査を行います。
皆さんの声をぜひ聴かせてください！

回答期間：7月１日（火）～３1日（木）
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

伝
統
文
化
体
験
能

（
仕
舞
・
謳
）
教
室

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
飯
塚
総
合
文
化
祭
で
の
発
表
会
に
向

け
て
仕
舞・謡
の
稽
古
を
実
施
し
ま
す
。

対
幼
児
〜
高
校
生※

保
護
者
の
参
加
可

時
８
月
２
日
土
〜
10
月
25
日
土

10
時
〜
２
時
間
程
度（
全
９
回
）

所
飯
塚
東
交
流
セ
ン
タ
ー(

初
回
の
み)

　
飯
塚
片
島
交
流
セ
ン
タ
ー

定
先
着
15
人

料
無
料（
文
化
祭
参
加
者
は
プ
ロ
グ
ラ

　
ム
代
６
０
０
円
が
必
要
）

持
白
足
袋

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約
機
能

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
４
４
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

伝
統
文
化
狂
言
教
室

参
加
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
飯
塚
市・嘉
麻
市・桂
川
町
に
在
住
の

幼
児
〜
高
校
生（
保
護
者
も
参
加
可
）

時
7
月
19
日
土
〜
12
月
13
日
土

14
時
〜
１
時
間
半
程
度（
全
10
回
）

所
飯
塚
市
穂
波
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

定
先
着
15
人

料
無
料
（
３
５
０
円
保
険
代
）

持
白
足
袋
ま
た
は
白
靴
下

申
電
子
申
請
ま
た
は
F
A
X

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
４
４
８
、

FAX
０
９
4
8
・
25
・
2
9
3
0
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

お
も
し
ろ
体
験
歴
史
館

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
昔
の
人
の
知
恵
を
学
び
、ふ
る
さ
と

の
歴
史
を
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
小
・
中
学
生
（
小
学
３
年
生
以
下

　
は
保
護
者
同
伴
）

時
①
７
月
26
日
土

　
　
　
化
石
レ
プ
リ
カ
作
り

　
②
８
月
９
日
土
　
化
石
観
察
会

　
③
８
月
30
日
土
　
勾
玉
作
り

※

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時
半

所
飯
塚
市
歴
史
資
料
館
　
ほ
か

定
い
ず
れ
も
15
人

料
化
石
レ
プ
リ
カ
作
り
３
５
０
円

　
化
石
観
察
会
１
０
０
円

　
勾
玉
作
り
１
０
０
円

期
７
月
18
日
金

申
問
飯
塚
市
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
２
９
３
０
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

福
岡
県
戦
時
資
料
展

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切
さ

を
伝
え
る
館
蔵
の
戦
時
資
料
の
ほ
か
、

県
が
収
集
し
た
戦
時
資
料
を
展
示
し

ま
す
。

時
７
月
17
日
木
〜
８
月
19
日
火

　
休
館
日
　
水
曜
日

所
歴
史
資
料
館

料
大
人
２
３
０
円
（
１
６
０
円
）

　
高
校
生
１
１
０
円
（
７
０
円
）

　
小
中
学
生
５
０
円
（
３
０
円
）

※

（
　
）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
。

※

土
曜
日
は
高
校
生
以
下
無
料
。

問
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
２
９
３
０
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

筑
前
の
國
い
い
づ
か

街
道
ま
つ
り
出
演
者
・

出
店
者
募
集
！

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

【
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
】

　
ス
テ
ー
ジ
で
日
ご
ろ
の
活
動
の
成

果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
バ

ン
ド
演
奏
・
ダ
ン
ス
な
ど
）

対
３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

時
10
月
26
日
日
10
時
〜
14
時
半
の
う

　
ち
10
分
程
度
（
参
加
者
数
等
に
よ

　
り
、
ス
テ
ー
ジ
の
場
所
や
時
間
を

　
決
定
し
ま
す
）

所
飯
塚
市
商
店
街
内
ス
テ
ー
ジ

　
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
広
場
ス
テ
ー
ジ

７
月
25
日
金

【
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
出
店
者
】

対
市
内
で
飲
食
店
を
さ
れ
て
い
る
方

　
地
域
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体

時
10
月
26
日
日
10
時
〜
16
時
頃

所
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
前
広
場

料
１
区
画
（
テ
ン
ト
半
張
）
５
千
円

期
７
月
20
日
日

【
共
通
事
項
】

申
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
商
工
観
光
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
７
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
失
業
率
や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
回

答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
か
た
り
調
査
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
７
月
〜
11
月

所
多
田
・
横
田
・
椿
・
弁
分
・
川
　

　
津
・
新
立
岩

問
福
岡
県
調
査
統
計
課

（
☎
０
９
２・６
５
１・１
１
１
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
75
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
強
化
月
間
で
す
。本
運
動
の
名
称
を

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

〜
犯
罪

や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え

る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
」と
し
ま
し
た
。

　
地
域
環
境
の
浄
化
に
心
が
け
る
と

と
も
に
、罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行

を
し
た
少
年
の
立
ち
直
り
を
温
か
い

目
で
見
守
り
つ
つ
、援
助
の
手
を
差
し

の
べ
、明
る
い
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

問
飯
塚
保
護
区
保
護
司
会

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
７
２
７
３
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

福
岡
県
海
外
戦
没
者
慰
霊

巡
拝
団
員
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の
本

県
出
身
戦
没
者
の
方
々
を
現
地
で
の

式
典
で
追
悼
し
、平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、慰
霊
巡
拝
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

所
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部（
マ
ニ
ラ
、カ
リ
ラ

ヤ
、タ
ク
ロ
バ
ン
、オ
ル
モ
ッ
ク
等
）

定
15
人

時
10
月
31
日
金
〜
11
月
５
日
水

期
９
月
５
日
金

問
福
岡
県
遺
族
連
合
会

（
☎
０
９
２
・
７
６
１
・
０
０
１
２
、

FAX
０
９
２・
７
８
１
・
２
０
５
６
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

２
０
２
５
年
西
日
本
新
聞

金
婚
夫
婦
表
彰

参
加
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
結
婚
50
周
年
を
祝
う「
金
婚
夫
婦
表

彰
」を
実
施
し
ま
す
。表
彰
状
と
記
念

品
の
贈
呈
、も
し
く
は
最
寄
り
の
写
真

館
で
の
記
念
写
真
撮
影
を
行
い
ま
す
。

対
昭
和
50
年
に
結
婚
し
た
福
岡
、佐
　

　
賀
、長
崎
、大
分
、熊
本
在
住
の
夫
婦

定
２
，０
０
０
組（
先
着
）

期
７
月
31
日
木

申
郵
送
も
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
西
日
本
新
聞
金
婚
夫
婦
表
彰
事
務
局

（
☎
０
９
２・５
７
５・６
１
３
７
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

高
齢
者
の
た
め
の
ミ
ニ
し
ご
と

合
同
説
明
会
（
筑
豊
地
区
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
高
齢
者
の
再
就
職
を
後
押
し
す
る
説

明
会
で
す
。福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ

ン
ジ
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

対
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

時
７
月
18
日
金

　
１
回
目
11
時
20
分
〜
13
時

　
２
回
目
13
時
50
分
〜
15
時
半

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
１
階

定
各
回
40
人（
事
前
申
込
要
）

期
７
月
17
日
木（
先
着
順
）

申
問
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
セ
ン
タ
ー
　
飯
塚
オ
フ
ィ
ス

（
☎
０
９
４
８
・
21
・
６
０
３
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

筑
豊
地
域
医
療

サ
ポ
ー
タ
ー

2・0
養
成
講
座

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

時
7
月
23
日
水
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
病
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
6
階

内
こ
れ
か
ら
の
「
地
域
の
医
療
」
を

　
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？

　
〜
飯
塚
病
院
か
ら
の
提
案
〜

●
講
師
　
飯
塚
病
院
　
小
田
浩
之
氏

申
電
子
申
請
ま
た
は
電
話

問
飯
塚
病
院
地
域
共
創・広
報
戦
略
課

（
☎
0
9
4
8
・
29
・
8
8
9
2
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

県
民
向
け
介
護
講
座

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、

施
設
で
介
護
に
従
事
さ
れ
て
い
る

方
、
介
護
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
方

な
ど
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

対
福
岡
県
在
住
の
方（
団
体
で
の
受
講
可
）

　
令
和
8
年
1
月
ま
で
（
随
時
）

所
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
）

内
介
護
予
防
講
座
、介
護
入
門
講
座
、

　
認
知
症
介
護
講
座
、テ
ー
マ
別
介

　
護
講
座
、動
画
配
信
介
護
講
座

定
各
講
座
30
人
程
度
（
動
画
配
信
介

　
護
講
座
以
外
）

問
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
福
　

　
祉
・
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２・５
８
４・３
３
５
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

キ
ラ
キ
ラ
万
華
鏡
を

作
っ
て
学
ぶ

〜
光
の
反
射
実
験
〜

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
光
の
反
射
や
ミ
ラ
ー
の
性
質
に
つ

い
て
自
分
だ
け
の
キ
ラ
キ
ラ
万
華
鏡

を
作
り
な
が
ら
学
び
ま
す
。

対
小
学
３
年
生
〜
小
学
６
年
生

時
８
月
２
日
土
13
時
〜
15
時

所
九
州
工
業
大
学
飯
塚
キ
ャ
ン
パ
ス

定
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

期
７
月
21
日
月

申
電
子
申
請

問
九
州
工
業
大
学
高
大
接
続
セ
ン

タ
ー
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
推
進
室

（
☎
０
９
４
８
・
29
・
７
５
２
７
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

夏
休
み
！
裁
判
所
子
ど
も
見
学
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

時
実
際
に
使
用
し
て
い
る
法
廷
で
、見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
小
学
５
・
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

　
※
保
護
者
同
伴
必
須

時
８
月
６
日
水
14
時
〜
16
時

所
福
岡
地
方
裁
判
所
飯
塚
支
部

内
模
擬
裁
判
の
体
験
や
記
念
撮
影
、

　
裁
判
官
へ
の
質
問
な
ど

定
50
人
（
先
着
順
※
保
護
者
含
む
）

持
カ
メ
ラ（
記
念
撮
影
の
希
望
者
の
み
）

期
８
月
１
日
金

申
問
福
岡
地
方
裁
判
所
飯
塚
支
部

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
１
１
５
０
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

は
じ
め
て
の
お
使
い
in
商
店
街

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
で
、２
人

１
組
で
買
い
物
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

対
３
歳
〜
小
学
３
年
生

時
７
月
26
日
土
10
時
半
〜

所
本
町
・
東
町
・
昭
和
通
の
４
店
舗

料
１
人
６
０
０
円

※
特
典
と
し
て
買
物
し
た
商
品（
１
２

　
０
０
円
以
上
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

定
８
組
16
人
（
２
人
１
組
で
申
込
）

期
７
月
17
日
木

申
問
飯
塚
商
工
会
議
所
商
工
振
興
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
１
０
０
７
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

飯
塚
市
少
年
の
主
張
大
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
飯
塚
市
内
の
12
中
学
校
代
表
各
2

人
、
合
計
24
人
に
よ
る
「
飯
塚
市
少

年
の
主
張
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

時
８
月
３
日
日
13
時
〜

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
飯
塚
市
青
少
年
健
全

　
育
成
会
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
☎
０
９
４
８
・
52
・
５
５
０
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

高
次
脳
機
能
障
が
い
家
族

支
援
相
談
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
高
次
脳
機
能
障
が
い
の
当
事
者
、

　
家
族
、支
援
に
携
わ
る
方

時
7
月
15
日
火

①
家
族
支
援
相
談
会
13
時
〜
14
時

②
家
族
交
流
会
14
時
〜
15
時

※
先
着
10
人
程
度

所
福
岡
県
飯
塚
総
合
庁
舎
別
館
1
階

申
電
話
※
要
事
前
予
約

問
産
業
医
科
大
学
病
院

（
☎
０
９
３・６
０
３・１
６
１
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

福
岡
県
循
環
器
病
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
で
無
料
相
談
受
付
中

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
県
内
在
住
の
循
環
器
病（
脳
卒
中・

　
心
臓
病
等
）患
者
や
そ
の
家
族

時
平
日
9
時
〜
16
時

所
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
九

　
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内
生
活
上
の
注
意
点
、療
養
場
所
、後

　
遺
症
、仕
事
と
治
療
の
両
立
な
ど

問
福
岡
県
循
環
器
病
総
合
支
援
セ
ン

　
タ
ー

（
☎
０
９
２・８
３
６・５
０
０
３
）

申
問

問

問

問 問

問

問問

問

期

定

申

申 定定

期期

期

期期

申申 持持

定

料

料料

料

料 所

所

所

所所

所所

時定所 時

時

時時

時時

対

対

対

対

対

対

そ
の
他（
お
知
ら
せ
）

鉄
道
に
関
す
る
事
故
は
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
脱
線
事
故
な
ど
大
惨
事
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
線
路
沿
線
で
の
建
物
の
建
設
・
解
体
や

庭
木
や
山
林
の
木
の
伐
採
な
ど
を
行
う
場
合
は
、Ｊ
Ｒ
九
州
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
問
Ｊ
Ｒ
九
州
　
門
司
保
線
区
（
☎
０
９
３
・
５
２
１
・
７
３
５
５
）

鉄
道
付
近
で
作
業
を
さ
れ
る
方
へ

Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
の
お
願
い

問
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

伝
統
文
化
体
験
能

（
仕
舞
・
謳
）
教
室

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
飯
塚
総
合
文
化
祭
で
の
発
表
会
に
向

け
て
仕
舞・謡
の
稽
古
を
実
施
し
ま
す
。

対
幼
児
〜
高
校
生※

保
護
者
の
参
加
可

時
８
月
２
日
土
〜
10
月
25
日
土

10
時
〜
２
時
間
程
度（
全
９
回
）

所
飯
塚
東
交
流
セ
ン
タ
ー(

初
回
の
み)

　
飯
塚
片
島
交
流
セ
ン
タ
ー

定
先
着
15
人

料
無
料（
文
化
祭
参
加
者
は
プ
ロ
グ
ラ

　
ム
代
６
０
０
円
が
必
要
）

持
白
足
袋

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約
機
能

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
４
４
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

伝
統
文
化
狂
言
教
室

参
加
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
飯
塚
市・嘉
麻
市・桂
川
町
に
在
住
の

幼
児
〜
高
校
生（
保
護
者
も
参
加
可
）

時
7
月
19
日
土
〜
12
月
13
日
土

14
時
〜
１
時
間
半
程
度（
全
10
回
）

所
飯
塚
市
穂
波
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

定
先
着
15
人

料
無
料
（
３
５
０
円
保
険
代
）

持
白
足
袋
ま
た
は
白
靴
下

申
電
子
申
請
ま
た
は
F
A
X

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
４
４
８
、

FAX
０
９
4
8
・
25
・
2
9
3
0
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

お
も
し
ろ
体
験
歴
史
館

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
昔
の
人
の
知
恵
を
学
び
、ふ
る
さ
と

の
歴
史
を
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
小
・
中
学
生
（
小
学
３
年
生
以
下

　
は
保
護
者
同
伴
）

時
①
７
月
26
日
土

　
　
　
化
石
レ
プ
リ
カ
作
り

　
②
８
月
９
日
土
　
化
石
観
察
会

　
③
８
月
30
日
土
　
勾
玉
作
り

※

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時
半

所
飯
塚
市
歴
史
資
料
館
　
ほ
か

定
い
ず
れ
も
15
人

料
化
石
レ
プ
リ
カ
作
り
３
５
０
円

　
化
石
観
察
会
１
０
０
円

　
勾
玉
作
り
１
０
０
円

期
７
月
18
日
金

申
問
飯
塚
市
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
２
９
３
０
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

福
岡
県
戦
時
資
料
展

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切
さ

を
伝
え
る
館
蔵
の
戦
時
資
料
の
ほ
か
、

県
が
収
集
し
た
戦
時
資
料
を
展
示
し

ま
す
。

時
７
月
17
日
木
〜
８
月
19
日
火

　
休
館
日
　
水
曜
日

所
歴
史
資
料
館

料
大
人
２
３
０
円
（
１
６
０
円
）

　
高
校
生
１
１
０
円
（
７
０
円
）

　
小
中
学
生
５
０
円
（
３
０
円
）

※

（
　
）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
。

※

土
曜
日
は
高
校
生
以
下
無
料
。

問
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
２
９
３
０
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

筑
前
の
國
い
い
づ
か

街
道
ま
つ
り
出
演
者
・

出
店
者
募
集
！

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

【
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
】

　
ス
テ
ー
ジ
で
日
ご
ろ
の
活
動
の
成

果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
バ

ン
ド
演
奏
・
ダ
ン
ス
な
ど
）

対
３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

時
10
月
26
日
日
10
時
〜
14
時
半
の
う

　
ち
10
分
程
度
（
参
加
者
数
等
に
よ

　
り
、
ス
テ
ー
ジ
の
場
所
や
時
間
を

　
決
定
し
ま
す
）

所
飯
塚
市
商
店
街
内
ス
テ
ー
ジ

　
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
広
場
ス
テ
ー
ジ

７
月
25
日
金

【
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
出
店
者
】

対
市
内
で
飲
食
店
を
さ
れ
て
い
る
方

　
地
域
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体

時
10
月
26
日
日
10
時
〜
16
時
頃

所
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
前
広
場

料
１
区
画
（
テ
ン
ト
半
張
）
５
千
円

期
７
月
20
日
日

【
共
通
事
項
】

申
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
商
工
観
光
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
７
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
失
業
率
や
雇
用
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
回

答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
か
た
り
調
査
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
７
月
〜
11
月

所
多
田
・
横
田
・
椿
・
弁
分
・
川
　

　
津
・
新
立
岩

問
福
岡
県
調
査
統
計
課

（
☎
０
９
２・６
５
１・１
１
１
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
75
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
強
化
月
間
で
す
。本
運
動
の
名
称
を

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

〜
犯
罪

や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え

る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
」と
し
ま
し
た
。

　
地
域
環
境
の
浄
化
に
心
が
け
る
と

と
も
に
、罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行

を
し
た
少
年
の
立
ち
直
り
を
温
か
い

目
で
見
守
り
つ
つ
、援
助
の
手
を
差
し

の
べ
、明
る
い
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

問
飯
塚
保
護
区
保
護
司
会

（
☎
０
９
４
８
・
24
・
７
２
７
３
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

福
岡
県
海
外
戦
没
者
慰
霊

巡
拝
団
員
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の
本

県
出
身
戦
没
者
の
方
々
を
現
地
で
の

式
典
で
追
悼
し
、平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、慰
霊
巡
拝
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

所
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部（
マ
ニ
ラ
、カ
リ
ラ

ヤ
、タ
ク
ロ
バ
ン
、オ
ル
モ
ッ
ク
等
）

定
15
人

時
10
月
31
日
金
〜
11
月
５
日
水

期
９
月
５
日
金

問
福
岡
県
遺
族
連
合
会

（
☎
０
９
２
・
７
６
１
・
０
０
１
２
、

FAX
０
９
２・
７
８
１
・
２
０
５
６
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

２
０
２
５
年
西
日
本
新
聞

金
婚
夫
婦
表
彰

参
加
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
結
婚
50
周
年
を
祝
う「
金
婚
夫
婦
表

彰
」を
実
施
し
ま
す
。表
彰
状
と
記
念

品
の
贈
呈
、も
し
く
は
最
寄
り
の
写
真

館
で
の
記
念
写
真
撮
影
を
行
い
ま
す
。

対
昭
和
50
年
に
結
婚
し
た
福
岡
、佐
　

　
賀
、長
崎
、大
分
、熊
本
在
住
の
夫
婦

定
２
，０
０
０
組（
先
着
）

期
７
月
31
日
木

申
郵
送
も
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
西
日
本
新
聞
金
婚
夫
婦
表
彰
事
務
局

（
☎
０
９
２・５
７
５・６
１
３
７
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

高
齢
者
の
た
め
の
ミ
ニ
し
ご
と

合
同
説
明
会
（
筑
豊
地
区
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
高
齢
者
の
再
就
職
を
後
押
し
す
る
説

明
会
で
す
。福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ

ン
ジ
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

対
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

時
７
月
18
日
金

　
１
回
目
11
時
20
分
〜
13
時

　
２
回
目
13
時
50
分
〜
15
時
半

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
１
階

定
各
回
40
人（
事
前
申
込
要
）

期
７
月
17
日
木（
先
着
順
）

申
問
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
セ
ン
タ
ー
　
飯
塚
オ
フ
ィ
ス

（
☎
０
９
４
８
・
21
・
６
０
３
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

筑
豊
地
域
医
療

サ
ポ
ー
タ
ー

2・0
養
成
講
座

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

時
7
月
23
日
水
13
時
半
〜
15
時

所
飯
塚
病
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
6
階

内
こ
れ
か
ら
の
「
地
域
の
医
療
」
を

　
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？

　
〜
飯
塚
病
院
か
ら
の
提
案
〜

●
講
師
　
飯
塚
病
院
　
小
田
浩
之
氏

申
電
子
申
請
ま
た
は
電
話

問
飯
塚
病
院
地
域
共
創・広
報
戦
略
課

（
☎
0
9
4
8
・
29
・
8
8
9
2
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

県
民
向
け
介
護
講
座

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、

施
設
で
介
護
に
従
事
さ
れ
て
い
る

方
、
介
護
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
方

な
ど
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

対
福
岡
県
在
住
の
方（
団
体
で
の
受
講
可
）

　
令
和
8
年
1
月
ま
で
（
随
時
）

所
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
）

内
介
護
予
防
講
座
、介
護
入
門
講
座
、

　
認
知
症
介
護
講
座
、テ
ー
マ
別
介

　
護
講
座
、動
画
配
信
介
護
講
座

定
各
講
座
30
人
程
度
（
動
画
配
信
介

　
護
講
座
以
外
）

問
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
福
　

　
祉
・
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２・５
８
４・３
３
５
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

キ
ラ
キ
ラ
万
華
鏡
を

作
っ
て
学
ぶ

〜
光
の
反
射
実
験
〜

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
光
の
反
射
や
ミ
ラ
ー
の
性
質
に
つ

い
て
自
分
だ
け
の
キ
ラ
キ
ラ
万
華
鏡

を
作
り
な
が
ら
学
び
ま
す
。

対
小
学
３
年
生
〜
小
学
６
年
生

時
８
月
２
日
土
13
時
〜
15
時

所
九
州
工
業
大
学
飯
塚
キ
ャ
ン
パ
ス

定
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

期
７
月
21
日
月

申
電
子
申
請

問
九
州
工
業
大
学
高
大
接
続
セ
ン

タ
ー
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
推
進
室

（
☎
０
９
４
８
・
29
・
７
５
２
７
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

夏
休
み
！
裁
判
所
子
ど
も
見
学
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

時
実
際
に
使
用
し
て
い
る
法
廷
で
、見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
小
学
５
・
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

　
※
保
護
者
同
伴
必
須

時
８
月
６
日
水
14
時
〜
16
時

所
福
岡
地
方
裁
判
所
飯
塚
支
部

内
模
擬
裁
判
の
体
験
や
記
念
撮
影
、

　
裁
判
官
へ
の
質
問
な
ど

定
50
人
（
先
着
順
※
保
護
者
含
む
）

持
カ
メ
ラ（
記
念
撮
影
の
希
望
者
の
み
）

期
８
月
１
日
金

申
問
福
岡
地
方
裁
判
所
飯
塚
支
部

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
１
１
５
０
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

は
じ
め
て
の
お
使
い
in
商
店
街

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
で
、２
人

１
組
で
買
い
物
と
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

対
３
歳
〜
小
学
３
年
生

時
７
月
26
日
土
10
時
半
〜

所
本
町
・
東
町
・
昭
和
通
の
４
店
舗

料
１
人
６
０
０
円

※
特
典
と
し
て
買
物
し
た
商
品（
１
２

　
０
０
円
以
上
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

定
８
組
16
人
（
２
人
１
組
で
申
込
）

期
７
月
17
日
木

申
問
飯
塚
商
工
会
議
所
商
工
振
興
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
１
０
０
７
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

飯
塚
市
少
年
の
主
張
大
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
飯
塚
市
内
の
12
中
学
校
代
表
各
2

人
、
合
計
24
人
に
よ
る
「
飯
塚
市
少

年
の
主
張
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

時
８
月
３
日
日
13
時
〜

所
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
飯
塚
市
青
少
年
健
全

　
育
成
会
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
☎
０
９
４
８
・
52
・
５
５
０
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

高
次
脳
機
能
障
が
い
家
族

支
援
相
談
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
高
次
脳
機
能
障
が
い
の
当
事
者
、

　
家
族
、支
援
に
携
わ
る
方

時
7
月
15
日
火

①
家
族
支
援
相
談
会
13
時
〜
14
時

②
家
族
交
流
会
14
時
〜
15
時

※
先
着
10
人
程
度

所
福
岡
県
飯
塚
総
合
庁
舎
別
館
1
階

申
電
話
※
要
事
前
予
約

問
産
業
医
科
大
学
病
院

（
☎
０
９
３・６
０
３・１
６
１
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

福
岡
県
循
環
器
病
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
で
無
料
相
談
受
付
中

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
県
内
在
住
の
循
環
器
病（
脳
卒
中・

　
心
臓
病
等
）患
者
や
そ
の
家
族

時
平
日
9
時
〜
16
時

所
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
九

　
州
医
療
セ
ン
タ
ー

内
生
活
上
の
注
意
点
、療
養
場
所
、後

　
遺
症
、仕
事
と
治
療
の
両
立
な
ど

問
福
岡
県
循
環
器
病
総
合
支
援
セ
ン

　
タ
ー

（
☎
０
９
２・８
３
６・５
０
０
３
）

申
問

申
問

申
問

期

期

期期

問申

問申

申

定所所内

問

問内問 問

内

内

時

時 時

時 対

定

定定 持

定所 所

時

時時

時時 所

所所 所

所料

対

対対

対

対対

日
常
生
活
で
生
じ
る
法
律
問
題
に
つ
い
て
、
司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
完
全
予
約
制
）　
時
８
月
２
日
土
10
時
〜
16
時
　
所
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

定
１
組
30
分
（
定
員
24
組
）　
期
７
月
10
日
木
〜
　※

受
付
時
間
　
平
日
10
時
〜
16
時
　
申
問
福
岡
県
司
法
書
士
会
（
☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１
）

司
法
書
士
に
よ
る

相
続
遺
言
相
談
会

定

期

時

申
問

所
【手話コーナー】
「手話言語条例」
「手話」は、動きのある言
語です。その動きを伝える
ために、動画
にまとめてい
ますのでご覧
ください。

両手を上下に置き、同時に
親指から順に折って、にぎる

いつ

手首(腕時計の位置)を人差し指で
指し､手のひらを上に向け､親指
から順に折って2回にぎる

何時

手を顎につけ､親指から順に折って
握り､次に手のひらを上に向け､親
指から順に折って2回にぎる

何歳何歳いつ



国民年金だより
経済的な理由などで国民年金保険料の納付が難しい場合、本人が申請を行い一定の要件を満たせば、
保険料が「免除」または「猶予」される制度です。（※免除申請には、前年所得の申告が必要です。）
※保険料を未納のままにしておくと、受給額に反映されず、将来受け取る年金額が少なくなります。

◆保険料の追納ができます◆　※追納の受付・問合せは直方年金事務所となります。
　「免除」「納付猶予」「学生納付特例」の期間がある場合には、保険料を全額納付した場合に比べ、
受け取る年金額が少なくなります。10年以内であれば、その分の保険料を後から納めること（追納）が
できます。
　※詳しくは、直方年金事務所へお問合せください。

◆申請に必要なもの◆
　▷ 本人確認できるもの（運転免許証、マイナンバーカード、パスポートなど）
　▷ 基礎年金番号がわかるもの（年金手帳、基礎年金番号通知書、年金証書、納付書など）
　◎失業を理由とする場合は…
　　▶ 離職年月日が確認できる『雇用保険被保険者離職票』『雇用保険受給資格者証』など
　◎代理人が申請する場合は…
　　▶ 代理人本人の確認ができるもの　　▶ 委任状

▲一部免除の承認を受けた期間でも、月々の指定の保険料を納めなければ未納期間となります。
▲保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）や、障がいや死亡といった不測の事
　態が生じたときに「障がい年金」や「遺族年金」を受け取ることができない場合があります。

(※1) 納付猶予の場合、追納すれば年金額に反映されます。
★学生には「学生納付特例制度」がありますので、詳しくはお問い合わせください。
★令和６年度の免除申請の時に、翌年度以降の継続を希望し、「全額免除」または

「納付猶予」が承認された人は、あらためて免除申請をする必要はありません。

ご存知ですか？「保険料の免除・納付猶予制度」

●問合せ先●
●医療保険課　年金係　☎0948-22-5504（ダイヤルイン）・各支所市民窓口課

●直方年金事務所☎0949-22-0891（自動音声案内が流れます）
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令和７年度の保険料は
　月額1７,５１0円です。

☆国民年金保険料の令和７年度(令和７年７月～令和８年６月)の免除申請の受付を開始しました。

令和７年度の
免除等の種類と保険料額など 全額免除 3/4免除 半額免除 1/4免除

0円 4,380円 8,760円 13,130円 納付猶予
含まれない含まれる

反映される

本人・配偶者・世帯主
申請時点から2年1か月前までの期間

（納付期限から2年を経過すると時効により免除の申請ができません）

本人・配偶者

【4/8】
（1/2）

【5/8】 【6/8】
（3/4）

【7/8】 反映されない(※1)

含まれる

免　除 納付猶予
(50歳未満の方対象)

未　納

月々の保険料
受給資格期間に…
老齢基礎年金の年金額に…

【免除期間分の受給額】

所得審査の対象者

申請可能な期間

！



本籍が記載された住民票の写しや全部事項証明書等（戸籍の謄本
等）が本人等の代理人など本人等以外の方に交付された場合、交
付したことを通知する制度です。この制度は、委任状の偽造等によ
る住民票の写し等の不正請求の抑止や防止につながります。この
制度を利用するには、事前登録の申請が必要です。
※第三者による証明書の取得を禁止する制度ではあ
りませんので、ご注意ください。

①「住民票が同一世帯員」または「同一戸籍」の方が代理人になる場合
　　⇒　委任状不要
②同じ職場の方同士等で申請書を取りまとめて、代表者の方が代理で申請する場合　
　　⇒　委任状不要
③法定代理人（未成年の保護者や成年後見人）の場合　
　　⇒　法定代理人であることが分かる書類
　（戸籍謄本、登記事項証明書など資格が証明できる書類。ただし、飯塚市に本籍が
　　ある方で、当該事実が確認できる場合は資格を証明する書類の省略が可能。）
④上記以外の代理人の場合　
　　⇒　委任状が必要

※登録された方に係る住民票の写し、全部事項証明書等（戸籍の謄本等）を第三者に
交付した場合に、通知書（第三者に交付した年月日、その種類および通数を記載した
もの）が郵送されます。

※通知書は住民票の写し等を交付した事実を通知するものです。詳しい内容については、飯塚市個
人情報の保護に関する法律施行条例に基づき、第三者へ交付した住民票の写し等の申請書を開示請
求することができます（手数料が必要です）。
　ただし、第三者の個人情報などは開示できない場合があります。

住民票の写し等の第三者交付による
登録型本人通知制度をご利用ください！！

☎問合せ　市民課　窓口係　☎0948-96-8210

◆ 登 録 手 数 料 ◆

◆代理人による申請◆

◆ 申 請 方 法 ◆

◆ 受 付 窓 口 ◆

◆登録できる方◆

無料

窓口または郵送
※申請書は、市ホームページからもダウンロード可

本庁市民課および各支所市民窓口課

登録の日において飯塚市に住民登録がある方
※本人確認書類（マイナンバーカード・運転免許証等）は不要

詳細は
HPへ
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無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー（
7
月
）

女
性
の
た
め
の

人
権
に
つ
い
て

3日・10日・31日木　17時15分～19時
17日※・24日木 17時15分～20時 
※ファイナンシャルプランナー相談事業開催日（月に1度）

10日・24日木 13時～16時 

2日・9日・16日・23日水 13時～16時 

2日水 10時～12時

17日木 10時～12時 

10日木 13時～15時 
16日水　 9時～11時 
平日13時～16時
毎週木曜日17時～19時

25日金 13時～16時 

17日木 13時～16時(相談時間30分) 

15日火 13時～16時 

8日・22日火
10時～正午、13時～16時
12日土 13時半～16時

飯塚市役所本庁

飯塚市役所本庁

市民交流プラザ
飯塚市役所本庁
飯塚法律相談センター(☎0948-28-7555)
飯塚市役所本庁

飯塚市役所本庁

福岡法務局　飯塚支局

飯塚市役所本庁5階
北会議室

立岩交流センター

サン・アビリティーズいいづか

税務課納税係直通
(☎0948-22-5525)

男女共同参画推進課
(☎0948-96-8255)

市民活動支援課
(☎0948-96-8259)

市民活動支援課
(☎0948-96-8259)
市民活動支援課
(☎0948-96-8259)

法テラス福岡
(☎050-3383-5502)

国際政策課
(☎0948-96-8507)

直方年金事務所
(☎0949-22-0891)
いずみ会(☎090-5386-4116)

3日・17日木

14日・28日月

平日8時半～17時15分 

平日8時半～17時

筑穂人権啓発センター
穂波人権啓発センター
庄内交流センター別館
頴田交流センター

飯塚市役所本庁4階

NPO法人人権ネットいいづか

人権・同和政策課
人権相談ダイヤル
☎　0948-43-4764

FAX 0948-23-7048

☎/FAX　0948-24-7582

不要

要

優先

要

要

不要

要

不要

要

不要

要

不要

不要

要

不要

平日9時～16時

平日8時半～17時15分

福岡県ひとり親家庭等就業・自立支援センター飯塚ブランチ
（☎0948-21-0390）

こども家庭課（☎0948-26-7733）

不要

不要

人権相談出張窓口

人権相談

夜間納税相談

法律相談

行政相談

法律相談

くらしの手続き無料相談会

法テラス無料法律相談会

専門家による外国人無料相談会

年金相談
精神障がい者家族相談員による相談会
養育費の無料電話相談

一般相談
職場の悩み相談

※今月の納期は「固定資産税・国民健康保険税」です。

(行政に関する苦情、意見・要望など)

※年度(4～3月)で1人1回

(納付受付、口座振替、
納税に関する相談など)

(相続、離婚、借金、交通事故など)

(成年後見制度、相続、官公庁署への許認可申請手続など)

（※予約の電話の際に要件等を確認します）

(外国人ビザ、雇用、国際結婚など)

(母子家庭、父子家庭、離婚協議中の人)

家庭児童相談室
(子どもに関する相談、ひとり親家庭に対する相談)

女性弁護士
による

※年度(4～3月)
　で1人1回

女性相談員
による

女性相談員
による

就業支援相談女性相談員
による

相談内容 とき ところ 申込み・問合せ予約

10時～正午
14時～16時
10時～正午
14時～16時

飯塚市民のマイナンバーカードの申請・交付
及びカード更新の為の休日窓口を開設します！
日時：7月27日日　受付時間　9時～16時
場所：飯塚市役所　1階　市民課
◎休日窓口開設日に限り、交付場所（交付通知書「ハガキ」に記載）が
　本庁以外の方も飯塚市役所市民課窓口でお受取りができます。
◎マイナンバーカードの申請に必要なもの（有効期限内のもの）
　本人確認書類（Ａのうち1点、またはＢのうち2点）
　Ａ　運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード（顔写真付き）など
　Ｂ　資格確認書（健康保険証）、介護保険証、年金手帳、子ども医療証、
　　　親子健康手帳（母子健康手帳）など
◎マイナンバーカード（電子証明書）の更新をご希望の方は、カードをご持参ください。

顔写真は窓口で
無料で撮れます。

●問合せ　市民課（☎0948-96-8210）

※通知カードをお持ちでなくても申請できます。
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※申込期限前でも、定員になり次第、参加の申込受付を終了させていただきます。
※詳しくはエコ工房ホームページ（http://eco-kobo.com）をご覧ください。
●申込み・問合せ　飯塚市リサイクルプラザ エコ工房　飯塚市吉北118‐2（☎/Fax 0948‐22‐5679）
※休館日（毎週月曜日・毎月第三日曜日）　　受付時間（am10:00～pm5:00）

エコ工房　7月・8月環境教室案内
（持参品、対象年齢等の詳細は下記までお問合せください。）

飯塚市の人口と世帯（前月比）
※住基と外国人の合計人口・世帯数

総人口
男
女

世帯数

シェアデイ（第三金曜日は分け合う日）7月18日金 9時～15時

7月1日火より出場予約受付開始（確認事項がありますのでお申込みはお電話でお願いします。）
●国産虫(カブト・クワガタ)無差別部門(全32枠)　　　●国産、外国産虫完全無差別部門(全32枠)

事前申込者受付開始9時　　競技開始10時　　競技終了と表彰式　正午を予定
※1名で重複してエントリーはできません。(1人1エントリー制)、またエントリーは1匹のみ（選手交代はできません。）

参加費：カブトムシ及びクワガタムシともに、持ち込み500円、虫付き(国産)1,000円
※申込みは電話のみ受け付けます。（休館日：毎週月曜日・第三日曜日）

第13回カブト・クワガタ相撲大会 7月27日日
※詳細はお電話でお問合せください。
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7月15日火
10時～15時

8月3日日
10時～正午
8月9日土

10時～正午
8月10日日
10時～正午

日　時

PPバンドかご編み教室

夏休み子ども教室

生ごみ処理器配布会

夏休み実験工作教室

教室名 内　容

段ボール梱包用の PPバンドでかごを
編みましょう。
※全二回で完成、二回目は22日(火)の予定

どうすればごみは減らせる？
生ごみ処理器を使ってみましょう。
回転の不思議、ぶんぶんゴマを
作りましょう。
黒土のバクテリアパワーで生ごみ削減！
生ごみ処理器を使ってみませんか。

10 1個
1,700円

無料

1個
200円

無料

7月 8日
火

7月 29日
火

8月 3日
日

7月 29日
火

10

10

10

定員 材料費（参加費含む） 申込期限

市民交流プラザ７月イベント あいタウン２階（☎0948-21-6711）
毎週水曜日休館

5日土・19日土

6日日

6日日

8日火

10日木・24日木

10日木

英語で楽しく話しませんか／14時～16時

バラ講座／13時半～15時半

パソコンつなごう会（ゆうゆうコース）
／13時～16時

パソコン・スマホ初級質問会／10時半～12時半

遺言・相続等よろず相談／10時～13時

行政相談／13時～15時

名称／時間日 内容／問合せ先
自分の考えを限られた時間内に英語で伝える練習。18歳以上。見学無料
／飯塚トーストマスターズ 荒川（☎090・6429・5379）

1年を通したバラの手入れ方法及びバラ花壇の作り方。バラと草花・樹木との混植方法。
資料代500円／宮川ローズガーデン 宮川（☎090・2513・9544）

パソコンゆうゆうコース！ネット上のオモロイ動画を種々活用し楽しもう！！
パソコンは持参。資料代500円／パソコンつなごう会 三上（☎0948・28・7860）

パソコン・スマホの初級者の質問に答えます。要予約。無料
／楽々パソコン 高松（☎090・4775・0395）
遺言・相続等の心配事や手続きについての専門家による無料相談。予約不要（先着順）
／飯塚市高齢者あんしんサポート 松岡（☎0948・26・0555）
行政に関する苦情、意見、ご要望などご相談ください。
／市民活動支援課（☎0948・96・8259）

13日日 パソコンつなごう会（スマ・タブ研修会）
／13時～16時

シニアとミセスの為のスマホ・タブレット研修会！スマ・タブで大人気の
これだけアプリを楽しもう！！スマホ・タブレットは持参。資料代500円
／パソコンつなごう会　三上（☎0948・28・7860）

123,633 (-63)

59,092 (-51)
64,541 (-12)
64,397 (+15)

令和7年5月末現在

AutoRace.JP投票杯オーバーミッドナイトオートレース（無観客）
第 3回鮨処のり助大賞～七夕カップ～
AutoRace.JP投票杯オーバーミッドナイトオートレース（無観客）
AutoRace.JP投票杯オーバーミッドナイトオートレース（無観客）
AutoRace.JP投票杯オーバーミッドナイトオートレース（無観客）
にしてつ杯サマーバトル
普通開催
アーリーレース
アーリーレース
普通開催
GⅡウィナーズカップ
GⅡ小林啓二杯（ナイター）
普通開催（ナイター）
普通開催
普通開催（ナイター）
GⅠキューポラ杯（ナイター）
普通開催（ナイター）
普通開催（ナイター）

6/30日月 ～ 3日木
 6日日 ～ 8日火
 9日水 ～ 11日金
 15日火 ～ 17日木
 21日月 ～ 24日木
 27日日 ～ 29日火
 3日木 ～ 5日土
 10日木 ～ 13日日
 18日金 ～ 21日月
 23日水 ～ 26日土
 30日水 ～ 8/3日日
 9日水 ～ 13日日
 26日土 ～ 28日月
6/30日月 ～ 2日水
 6日日 ～ 8日火
 17日木 ～ 21日月
 3日木 ～ 5日土
 23日水 ～ 25日金

飯　塚

浜　松

伊勢崎

川　口

山　陽
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市内で行われたイベントや
活動などを掲載しています。

海外での研修を経て一段と成長！
グローバル人材育成研修事業帰国報告会

　5月11日、中学1年生～高校2年生20名が姉妹都市であ
る米国サニーベール市での3月24日から6泊8日の現地研
修を終え、穂波交流センターで帰国報告を行いました。
　楽しくも学びの多い研修で成長した参加者たちは、日本
との違いや学ぶべき部分などを堂 と々発表していました。

在りし日の醤油屋で醤油づくりを体験
　4月27日、頴田地区にあるかつての醤油屋家屋「旧松
喜醤油屋」旧商家で、醤油づくりワークショップが行われ
ました。市内外から親子連れなどを含む約20名が参加
し、建屋内の観光や手作り醤油づくりを楽しみました。
持ち帰った手作りの醤油が食卓に登場するのは約2年後
とのことです。

株式会社岡崎製作所福岡工場の
起工式が行われました

　4月18日、武井市長を含む関係者が参列する中で、飯
塚市鯰田の栗尾工業団地で株式会社岡崎製作所福岡工
場の移転新築工事起工式が行われました。
　本工場は今後工事期間を経て、令和8年2月末完成を
予定しています。

飯塚市長杯グラウンド・ゴルフ大会が開催！
　5月20日、飯塚市平恒の飯塚市グラウンドゴルフ場に
て、94歳の女性選手を含む134名が参加する「飯塚市長
杯グラウンド・ゴルフ大会」が開催されました。楽しそう
な笑顔を見せる中にも、筑豊大会・県大会への出場を目
指す真剣さが感じられる熱戦を全24ホールで繰り広げて
いました。

飯塚市内で撮影した風景写真を募集します。

水平の虹
撮影場所 : 筑豊緑地
撮影日 : 
　令和 7年 5月 28日
撮影者：鬼丸 健二
コメント : 
　水平の虹を
　見たのは初めて。

完成予想図
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企業版ふるさと納税による
寄附金をいただきました

　株式会社ホンダカーズ博多様より、
飯塚市の「まち・ひと・しごと創生事
業」に対する寄附として500万円をい
ただくこととなり、4月22日に関係者
が来庁、同社取締役の岩丸博紀様より
武井市長に目録が手渡されました。

大人気返礼品のハンバーグを
市民の皆様へ

　ふるさと納税で全国9位・県1位の
人気を誇る「鉄板焼きハンバーグ」の
総合マネージメントを行う株式会社宝
幸様より、ハンバーグ5,500個を寄附
いただくこととなり、5月23日に市役
所で目録の贈呈が行われました。

世代を超えた2人の空手家が快挙！
空手競技全国大会優勝

　3月に東京で開催された「第4回全
日本青少年フルコンタクト空手道選手
権大会」で、庄内小3年の中山舷宝さ
んと稲築志耕館高校3年の大坪星太
さんがそれぞれ優勝を果たし、5月26
日に武井市長と桑原教育長に喜びの
報告を行いました。

7 月

◆定員：８人(先着順)
◆受付：誕生日月前月1日8時半～1週間後の17時まで
※1日が土・日・祝日・年末年始の場合は、翌開庁日から1週間後の17時まで。
※写真は紙面に合わせ適宜トリミングを行います。ご了承ください。

電子申請（QRコード）にてお申込みください。
問合せ　情報管理課情報発信係（☎0948-96-8541）

広
告

広
告

横田

1歳のお誕生日おめでとう！
これからも可愛い笑顔見せてね！

13日 28日 31日

平井　琉希斗
ひらい  　　るきと

柏の森

１歳のお誕生日おめでとう♡
元気におおきくなぁーれ♡

米谷　栞菜
よねたに　かんな

太郎丸

1歳おめでとう☆これからもその
飛びっきりの笑顔で、吉田家を
明るくしてね♡

吉田 凛太郎
よしだ りんたろう
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この印刷物は再生可能な用紙を使用しています。QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です
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